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【今月の市民】　人口141,576人　男68,599人　女72,977人　世帯数59,840世帯　（平成28年12月1日現在）
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

明
る
い
未
来
を
期
待
で
き
る
沖
縄
市
へ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ
り
、
世
界
中
が
ス
ポ
ー
ツ
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
本
市

に
お
い
て
も
、
上
与
那
原
選
手
の
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
４
位
入
賞
を
は
じ
め
、
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
の
b
j
リ
ー
グ

4
度
目
の
優
勝
と
新
た
に
B
リ
ー
グ
の
開
幕
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
25
年
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝
、
喜
久
名
諒
選
手
の
世
界
空

手
選
手
権
優
勝
と
空
手
道
全
日
本
選
手
権
5
連
覇
な
ど
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
20
周
年
に
相
応
し
く
、

ス
ポ
ー
ツ
で
盛
り
上
が
っ
た一年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雇
用
創
出
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
」

を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
創
業
支
援
や
、
も
の
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
F
A
B
ラ
ボ
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
な
ど
を一体
的
に
展
開
す
る
施
設
で
あ
り
、
本
市
の
創
業
支
援
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
沖
縄
市
の
可
能
性

を
広
げ
る
様
々
な
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
国
か
ら
新
た
に
認
定
さ
れ
た
「
沖
縄
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
の
更

な
る
推
進
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
長
に
就
任
し
て
4
年
目
を
迎
え
ま
す
今
年
は
、
様
々
な
施
策
が
、
具
体
的
に
動
き
出
し
ま
す
。
ま
ず
、「
未
来
を
創
り
、

地
域
を
活
性
化
す
る
ア
リ
ー
ナ
」
を
メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
1
万
人
規
模
の
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
の
整
備
、
ま
た
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
、
さ
ら
に
、
市
民
の
知
的
好
奇
心

を
満
た
す
待
望
の
新
図
書
館
や
、
本
市
が
誇
る
伝
統
芸
能
の
発
信
地
と
な
る
エ
イ
サ
ー
会
館
、
充
実
拡
大
し
た
新
ヒ
ス
ト
リ
ー

ト
の
開
館
な
ど
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
県
内
唯一の
本
格
的
動
物
園
を
有
す
る
沖
縄
こ
ど
も
の
国
に
は
、
愛
く

る
し
い
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
の
赤
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
本
市
の
南
の
玄
関
口
で
あ
り
、
中
心
市
街
地

活
性
化
に
資
す
る
事
業
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
山
里
第一地
区
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
の
完
成
や
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
向
け
た
市
民
課
窓
口
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
ま
さ
に
、
目
に
見
え
る
形
で
活
力
あ
ふ
れ
る
沖
縄
市
へ
と
前
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
る
で
あ
ろ
う
本
年
に
、
大
い
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
職
員
共
々
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
活
力
あ
ふ
れ
る
沖
縄
市
、
夢
と
希
望
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
よ
り一層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
年
も
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成 

二
十
九 
年　

元
旦

沖
縄
市
長　

桑
江　

朝
千
夫

2017.1.1広報 2



夢
と
希
望
を
育
め
る
沖
縄
市
へ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
沖
縄
市
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

沖
縄
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
輝
く
平
成
二
十
九
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
平
素
よ
り
沖
縄
市
議
会
に
対
し
、
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
熊
本
県
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で
地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
改
め
て
、
自
然
災
害
に
対
す

る
不
断
の
備
え
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一方
、
九
月
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
多
く
の
日
本
人
選
手
が
活
躍
し
、
前
回
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
上

回
る
数
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
日
本
中
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
本
市
に
お
い
て
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
広
島
東
洋
カ
ー
プ
が
、

二
十
五
年
ぶ
り
通
算
七
度
目
の
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
を
は
た
し
、
さ
ら
に
、
本
市
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
り
ま
す
琉
球
ゴ
ー
ル
デ

ン
キ
ン
グ
ス
が
、
最
終
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
b
j
リ
ー
グ
で
優
勝
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
を
標
榜
し
て
お
り

ま
す
本
市
に
と
り
ま
し
て
嬉
し
い
こ
と
が
続
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
五
年
に一度
開
催
さ
れ
ま
す
、
第
六
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
七
カ
国
二
十
四
の
地
域
よ
り
、
本
市
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
世
界
各
地
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュの
皆
様
を
お
招
き
し
、

親
族
や
知
人
と
の
再
会
や
世
界
各
地
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
同
士
が
交
流
を
深
め
る
な
ど
、
最
高
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

近
年
の
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
に
伴
い
、
高
齢
者
や
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
、
防
災
・
防

犯
、
環
境
保
全
と
い
っ
た
住
民
生
活
に
直
結
す
る
様
々
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
地
方
自
治
体
に
は
、

更
な
る
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
よ
り
効
果
的
で
迅
速
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
沖
縄
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
沖
縄
市
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
強
い
責
任
感
を

持
ち
、
市
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
よ
う
、
全
力
で
議
会
活
動
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成 
二
十
九 

年　

元
旦

沖
縄
市
議
会
議
長　

普
久
原　

朝
健
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市
は
健
康
に
関
す
る
知
識
の
普
及・啓
発
を
行
い
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を
目
的
に「
市
健
康
づ
く
り

講
演
会
〜
よ
く
わ
か
る
腎
臓
の
お
は
な
し
〜
」（
沖
縄

市・中
外
製
薬
株
式
会
社
共
催
）を
11
月
27
日
に
沖
縄

商
工
会
議
所
で
開
催
し
た
。

　

現
在
、全
国
の
成
人
８
人
に
１
人
が
慢
性
腎
臓
病
を

患
っ
て
お
り
、適
切
な
治
療
を
行
わ
ず
放
置
す
る
と
肝

機
能
が
低
下
し
て
腎
不
全
と
な
り
、人
工
透
析
が
必
要

に
な
る
。講
演
会
で
は
医
師
や
栄
養
士
が
講
師
を
務
め
、

「
腎
臓
病
を
予
防
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
心
が
け
る
こ
と
」と
話
し
、年

に
１
回
、尿
と
血
液
の
検
査
を
勧
め
、塩
分
を
抑
え
た

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

生
活
習
慣
病
に
注
意
を

医
師
ら
が
健
康
づ
く
り
講
演

▲
 「

こ
う
す
れ
ば
街
は
元
気
に
な
る
」と
題
し
て

　
講
演
し
た
和
歌
山
大
学
の
足
立
基
浩
教
授

▲

 

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
振
興
に
つ
い
て
講
演

　
す
る
鈴
木
大
地
長
官

▲

 

優
れ
た
技
能
を
持
ち
、職
種
の
発
展

   

に
寄
与
し
た
受
賞
者
達

　
「
ま
ち
づ
く
り
に
本
当
に
必
要
な
こ
と

は
何
か
」を
テ
ー
マ
に
２
０
１
６
沖
縄
市

中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
11
月
17
日
に
市
民
小
劇
場
あ
し

び
な
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
和
歌
山
大
学
の

足あ
だ
ち立
基も

と
ひ
ろ浩
教
授
が
基
調
講
演
を
行
い
、

企
業
は
新
た
な
地
域
に
進
出
す
る
際
に

中
心
市
街
地
を
視
察
す
る
こ
と
か
ら
活

性
化
の
重
要
性
を
説
き
、長
年
培
っ
た

地
域
の
個
性
を
活
か
す
こ
と
や
、強
み

を
再
確
認
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。ま
た
、

中
心
市
街
地
の
目
指
す
べ
き
方
向
と
そ

の
実
現
に
向
け
、市
の
上
田
紘ひ

ろ
つ
ぐ嗣
副
市

長
や
コ
ザ
商
店
街
連
合
会
の
親
川
剛つ

よ
し

会

長
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
た
。

まちづくりに必要なものを探る
中心市街地活性化シンポジウム

　

同一職
種
に
25
年
以
上
従
事
し
、技
能
の
練

磨
や
後
進
の
育
成
な
ど
、職
種
の
向
上
発
展

に
寄
与
し
た
技
能
者
を
称
え
る
平
成
28
年
度 

市
技
能
功
労
者
表
彰
式
が
、11
月
28
日
に
市

役
所
で
行
わ
れ
た
。今
年
度
、表
彰
さ
れ
た
技

能
功
労
者
は
７
人
で
、式
で
は
被
表
彰
者
を

代
表
し
て
松
田
勉つ

と
むさ
ん
が「
市
の
様
々
な
建
設

事
業
に
携
わ
れ
誇
り
に
思
う
。今
後
も
後
進

育
成
や
市
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」と
あ
い
さ

つ
し
た
。被
表
彰
者
は
、次
の
と
お
り（
敬
称

略・順
不
同
）。永
山
均ひ

と
し（
配
管
工
）、西
里
修

お
さ
む

（
配
管
工
）、具
志
堅
好よ

し
こ子（
美
容
師
）、根
路

銘
諭さ

と
し（
ペ
ン
キ
工
）、兼
島
勝か

つ
お男（
自
動
車
整

備
士
）、松
田
勉つ

と
む（
鉄
骨
加
工
作
業
員
）、安
村

博ひ
ろ
し（
現
場
代
理
人
）

技能功労者７人を表彰
後進育成など職種の発展に寄与

▲
 

来
場
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
講
師
達

　

市
と
市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
は

11
月
24
日
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音
市
場
で
ス
ポ
ー

ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
20
周
年
事
業
を
開
催

し
た
。催
し
で
は
、ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
１
０
０

ｍ
背
泳
ぎ
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
の

鈴
木
大
地
氏
が「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
」と

題
し
講
演
し
た
。鈴
木
長
官
は
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の

拠
点
で
あ
る
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
成
功
例
や
ス
ポ
ー

ツ
庁
の
取
り
組
み
、様
々
な
分
野
と
連
携
し
た
振
興

策
を
紹
介
し「
ス
ポ
ー
ツ
で
活
性
化
を
図
る
に
は
ス

ポ
ー
ツ
で
稼
ぐ
必
要
が
あ
る
」と
語
っ
た
。２
部
で
は

「
魅
力
的
な
ス
ポ
ー
ツ
都
市
を
目
指
し
て
」を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
鈴
木
大
地
長
官
が
講
演

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
20
周
年
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平
成
28
年
度
児
童
生
徒
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

（
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
主
催
）が
11
月
24
日
に
市

役
所
で
行
わ
れ
た
。

　

式
で
は
小
学
校
の
部
の
最
優
秀
賞
に
あ
た
る「
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
賞
」を
受
賞
し
た
12
人
と
、中
学
校
の
部

の「
ゆ
い
ま
ー
る
賞
」を
受
賞
し
た
９
人
が
表
彰
さ
れ

た
。受
賞
者
を
代
表
し
て
、島
袋
小
３
年
の
諸
見
里

美み

お桜
さ
ん
の
、兄
の
思
い
や
り
に
つ
い
て
の
作
品「
か

さ
を
あ
り
が
と
う
」と
、越
来
中
３
年
の
金
城
琉る

ね音
さ

ん
の
、今
は
亡
き
義
理
の
兄
の
優
し
さ
を
書
き
綴
っ
た

「
失
っ
て
か
ら
」が
発
表
さ
れ
た
。コ
ン
ク
ー
ル
に
は
小

学
校
の
部
に
２
３
２
人
、中
学
校
の
部
に
８
０
６
人
の

応
募
が
あ
っ
た
。

思
い
や
り
の
心
と
や
さ
し
い
心

児
童
生
徒
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

▲
 

災
害
時
は
地
域
の
繋
が
り
が
重
要
に
な
る

　
と
話
す
新
城
格
氏

▲

 

英
語
で
物
語
や
意
見
を
発
表
し
た
生
徒
達

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
、11
月
29
日

に
平
成
28
年
度 

市
災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
事
業
講
演
会「
さ
さ
え
あ
う

街
づ
く
り
〜
知
っ
て
い
る
だ
け
で
助
か
る

命
が
あ
り
ま
す
〜
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

講
演
会
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災

士
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
連
絡
協
議
会

沖
縄
県
ブ
ロッ
ク
長
の
新あ

ら
し
ろ城
格い

た
る

氏
が
講

師
を
務
め
、過
去
に
起
き
た
震
災
に
お

け
る
教
訓
や
沖
縄
県
の
災
害
リ
ス
ク
、

自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み
と
継
続
す

る
コ
ツ
の
紹
介
な
ど
を
行
い「
防
災
活
動

の
基
本
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

作
り
で
、災
害
時
要
援
護
者
の
対
応・対

策
は
地
域
全
体
で
考
え
る
防
犯
活
動
で

あ
り
福
祉
活
動
だ
」と
語
っ
た
。

地域の絆を深めて備える
災害時要援護者の支援策を講演

▲
 

「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
賞
」と「
ゆ
い
ま
ー
る

　
賞
」を
受
賞
し
た
児
童
生
徒

　

国
際
化
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め
、英
語
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、平

成
28
年
度 

第
25
回 

市
中
学
校
英
語
ス
ト
ー
リ
ー
コ

ン
テ
ス
ト（
市
教
育
委
員
会
主
催
）が
11
月
21
日
に

市
民
小
劇
場
あ
し
び
な
ー
で
開
か
れ
た
。

　

１・２
年
生
は
英
語
の
物
語
を
記
憶
し
て
発
表
す

る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
で
、最
優
秀
賞
に
は
、１
年

生
が
津
波
涼す

ず
み実
さ
ん
、２
年
生
は
國
頭
希の

あ歩
さ
ん
が

選
ば
れ
た
。３
年
生
は
自
分
の
夢
や
希
望
を
英
語
で

話
す
ス
ピ
ー
チ
で
、最
優
秀
賞
は
、日
本
で
は
年
間
約

28
万
頭
の
ペッ
ト
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、

命
の
大
切
さ
や
ペッ
ト
を
飼
う
こ
と
の
責
任
を
訴
え

た
新
垣
結ゆ

う
か叶
さ
ん
が
受
賞
し
た
。

中
学
生
が
英
語
で
ス
ピ
ー
チ

英
語
ス
ト
ー
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

▲
 

自
治
会
加
入
促
進
協
議
会
の
委
員
た
ち

　

市
自
治
会
加
入
促
進
協
議
会
の
設
立
総

会
が
、11
月
22
日
に
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、

発
足
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、住
民
の
安
心・安
全
な
暮

ら
し
と
、活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
中
核
を

担
う
自
治
会
へ
の
加
入
を
、関
係
機
関
と
団

体
で
地
域
住
民
へ
働
き
か
け
て
い
く
目
的
で

設
立
さ
れ
、総
会
で
は
促
進
協
議
会
委
員

と
し
て
、自
治
会
長
協
議
会
や
県
中
部
宅

地
建
物
取
引
業
者
会
、市
社
会
福
祉
協
議

会
、市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、沖
縄
市
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、県
中
部
宅
地
建
物
取
引
業
者

会
が
、契
約
者
に
自
治
会
加
入
を
呼
び
か
け

る
ほ
か
、家
賃
と
と
も
に
自
治
会
費
の
徴
収

な
ど
も
行
う
。

連携を強化し加入促進
自治会加入促進協議会設立総会
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降伏調印式跡地は、米空軍誕生 50周年
を記念し、1997 年に「平和の園」とし
て整備された。　　　　　嘉手納基地内

好
評
に
つ
き
、
企
画
展
「
沖
縄
市
の
沖
縄
戦
と
コ

ザ
孤
児
院
」
は
、
期
間
延
長
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

展
示
で
は
、
沖
縄
市
の
沖
縄
戦
の
特
徴
を
デ
ー
タ

で
表
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
デ
ー

タ
は
、
１
９
９
５
年
の
糸
満
市
の
「
平
和
の
礎
」
建

立
に
向
け
て
、
市
内
の
各
家
庭
を
訪
問
し
て
得
ら
れ

た
情
報
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
沖
縄
市
民
は
、
５
４
０
０
人

余
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
４
０
年
以
前
か
ら

終
戦
後
の
46
年
以
降
に
か
け
て
の
年
別
戦
没
者
数
を

見
て
み
る
と
、
沖
縄
戦
が
あ
っ
た
45
年
が
３
４
５
８

人
と
全
戦
没
者
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

年
の
月
別
戦
没
者
数
は
４
月
が
最
も
多
く
、
そ
し
て

４
月
上
旬
（
１
〜
10
日
）
の
戦
没
者
数
が
７
９
４
人

と
、
こ
の
月
全
体
で
７
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

米
軍
は
１
日
に
本
島
中
部
の
西
海
岸
に
上
陸
し
５
日

頃
ま
で
に
は
宜
野
湾
村
宜
野
湾
以
北
の
中
部
一
帯
を

占
領
し
ま
し
た
が
、
４
月
上
旬
の
戦
没
者
は
こ
の
と

き
の
米
軍
の
攻
撃
や
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

森
根
で
沖
縄
戦
の
降
伏
調
印
式
が
行
わ
れ
た
こ

と
と
、
米
軍
に
よ
る
い
ち
早
い
市
内
の
制
圧
と
同

時
期
に
お
け
る
戦
没
者
の
多
発
、
そ
し
て
早
い
段

階
で
の
戦
後

生
活
の
始
ま

り
が
、
沖
縄

市
に
お
け
る

沖
縄
戦
の
特

徴
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

中
学
校
や
高
校
を
卒
業
し
て
不
要
に

な
っ
た
学
生
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
、
体
育
着
を

引
き
取
り
、
必
要
な
生
徒
に
提
供
し
て
い

る
森も
り
た
 
よ
し
み

田
好
美
さ
ん
。

　

今
月
は
制
服
リ
ユ
ー
ス
を
通
し
て
、

こ
ど
も
達
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
守
り
、

子
育
て
世
代
を
応
援
し
て
い
る
森
田
さ
ん

に
話
を
聞
い
た
。

　
学
生
服
の
リ
ユ
ー
ス
活
動
で

　
　
子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト

森も

り

た田 

好よ

し

み美
さ
ん

（48）

296
今月の人

　

森
田
好
美
さ
ん
は
、
13
年
前
に

子
育
て
に
良
い
環
境
を
求
め
て
２
人

の
娘
と
沖
縄
市
に
移
り
住
ん
だ
。

　

森
田
さ
ん
は
娘
２
人
が
中
学
校

と
高
校
に
進
学
し
た
際
、
制
服
や

教
材
の
購
入
費
が
か
さ
ん
で
困
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
知
り
合
い
か
ら
不
要

な
制
服
を
譲
り
受
け
た
。
そ
の
時
の

感
謝
の
気
持
ち
か
ら
「
同
じ
悩
み
を

持
つ
子
育
て
世
代
を
少
し
で
も
手
助

け
し
た
い
」
と
考
え
、
制
服
リ
ユ
ー

ス
を
始
め
た
。

　

森
田
さ
ん
が
行
う
制
服
リ
ユ
ー
ス

の
活
動
と
は
、
中
学
校
や
高
校
を

卒
業
し
て
、
不
要
に
な
っ
た
制
服
や

ジ
ャ
ー
ジ
、
体
育
着
を
集
め
て
、
必

要
と
し
て
い
る
生
徒
た
ち
に
提
供
す

る
も
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
、
卒
業
式
な
ど
で
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
、
制
服
の
提
供
を
呼
び
か

け
て
い
る
。「
ど
の
家
庭
で
も
こ
ど

も
の
進
学
は
、
親
と
し
て
嬉
し
い
反

面
、
制
服
の
購
入
費
用
が
家
計
を

圧
迫
す
る
。
そ
れ
以
外
に
も
ジ
ャ
ー

ジ
や
体
育
着
、
教
科
書
な
ど
、
購

入
す
る
も
の
は
多
く
、
負
担
が
大
き

い
」
と
森
田
さ
ん
は
語
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
、
森
田
さ
ん
は
制
服

の
橋
渡
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
本
格
的

に
始
め
る
た
め
、
平
成
26
年
12
月
に

『
子
ど
も
応
援
団 

笑わ
ら

び
ん
』
を
起

ち
上
げ
、
翌
年
の
９
月
に
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
物
品
の
譲
り
受
け
に

つ
い
て
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
や

市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
に
受
付
窓

口
を
設
置
し
て
も
ら
い
、
笑
び
ん
に

届
く
仕
組
み
で
、
物
品
の
保
管
に
つ

い
て
は
、
当
初
は
森
田
さ
ん
の
自
宅

で
保
管
し
て
い
た
が
、
現
在
は
一
時

的
に
中
央
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
笑
び
ん
は
、

親
子
で一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や

勉
強
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
子
育
て
中
の
親
た
ち
が
前
向
き

に
頑
張
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

　

今
後
の
笑
び
ん
の
活
動
に
つ
い
て

話
を
聞
く
と
、「
制
服
類
以
外
に
も

学
校
に
必
要
な
も
の
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
て
、
少
し
で
も
学
費
の
負

担
が
少
な
く
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

制
服
を
寄
付
す
る
方
々
の
優
し
い
想

い
が
、
新
し
く
制
服
を
着
る
こ
ど
も

達
へ
伝
わ
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
る
。
制
服
を
探
し
に
来
た
親
子

が
、
こ
ど
も
に
ぴ
っ
た
り
の
サ
イ
ズ
の

も
の
を
見
つ
け
た
時
の
笑
顔
が
私
の

励
み
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
笑

び
ん
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
て
事
業
を

拡
大
し
、
今
以
上
に
子
育
て
世
代

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て

く
れ
た
。
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沖縄市自治会紹介

　

泡
瀬
第
二
自
治
会（
平
良
光み

つ
の
り範
会

長
）の
区
域
は
、農
地
に
囲
ま
れ
た

閑
静
な
地
域
で
、最
近
で
は
近
く
に

シ
ョッ
ピ
ン
グ
施
設
が
で
き
た
こ
と
か

ら
買
い
物
も
便
利
に
な
り
、そ
れ
に
伴

い
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、戸
建
て
住

宅
、事
業
所
が
増
え
続
け
て
い
る
。

　

公
民
館
で
は
、カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

や
お
や
じ
バ
ン
ド
愛
好
会
が
活
動
し

て
お
り
、区
民
が
歌
の
練
習
や
楽
器

演
奏
を
楽
し
ん
で
い
る
。ま
た
、行
事

と
し
て
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や

み
か
ん
狩
り
、月
見
会
が
行
わ
れ
て
い

る
ほ
か
、子
ど
も
会
で
は
夏
休
み
の
ラ

ジ
オ
体
操
の
最
終
日
に
行
う
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
や
子
ど
も
映
写
会
な
ど

を
開
催
し
て
お
り
、会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
て
い
る
。泡
瀬
第
二
自
治

会
で
は
婦
人
会
の
発
足
に
向
け
準
備

中
で
、公
民
館
を
利
用
し
た
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
活
動
を
進
め
て
い
く

予
定
だ
。

　

平
良
会
長
は「
泡
瀬
第
二
自
治
会

は
、区
民
の
仲
が
良
く
て
ま
と
ま
っ
て

お
り
、自
治
会
行
事
に
も
協
力
的
で

助
か
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
は
転
入
者

や
企
業
に
対
し
、自
治
会
加
入
を
積

極
的
に
促
し
、団
結
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

電
話
：
９
３
７
｜
０
５
９
９

泡
瀬
第
二
自
治
会

　

区
民
同
士
の
つ
な
が
り
強
く

22

　

今
回
は
照
屋
自
治
会（
眞ま

だ
ん
ば
し

玉
橋

朝ち
ょ
う
ゆ
う勇
会
長
）の
料
理
サ
ー
ク
ル

ｃこ

こ

ろ

ｏｃｏｒｏ
を
紹
介
す
る
。サ
ー
ク
ル

で
は
障
が
い
を
持
つ
人
達
が
料
理
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
し
て
い
る
。

　

サ
ー
ク
ル
の
発
足
は
、高
次
脳
障

害
と
半
身
麻
痺
の
障
が
い
を
持
つ
村

山
さ
ん
と
大
山
さ
ん
が
、リ
ハ
ビ
リ
を

通
じ
て
出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

村
山
さ
ん
が
料
理
を
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、大
山
さ
ん
も
や
っ
て
み
た
い
と
、

２
人
で
サ
ー
ク
ル
を
始
め
た
。２
人
は

動
か
な
い
方
の
手
で
包
丁
を
握
り
、

食
材
を
切
る
。村
山
さ
ん
は「
料
理
を

す
る
こ
と
で
脳
が
刺
激
さ
れ
、障
が
い

が
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
」と
話
す
。

現
在
、サ
ー
ク
ル
に
は
大
山
さ
ん
の
知

り
合
い
ら
が
加
わ
り
、に
ぎ
や
か
に
活

動
し
て
い
る
。サ
ー
ク
ル
を
ス
タ
ー
ト

す
る
に
あ
た
り
、自
治
会
の
各
サ
ー
ク

ル
と
公
民
館
使
用
日
の
調
整
を
行
っ

た
眞
玉
橋
会
長
は「
他
に
も
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
達
が
居
る
は
ず

だ
。こ
の
取
り
組
み
が
各
地
に
広
が
っ

て
い
け
ば
」と
話
し
て
い
る
。

　

サ
ー
ク
ル
の
問
い
合
わ
せ
は
照
屋

自
治
会
ま
で
。見
学
も
可
。

電
話
：
９
３
７
｜
４
４
７
０

照
屋
自
治
会

　

料
理
で
広
が
る
輪

▶
麻
痺
し
た
手
で
包
丁
を
握
り
、
キ
ウ
イ
の

　
皮
を
剥
く
大
山
さ
ん

▶
お
や
じ
バ
ン
ド
愛
好
会
の
活
動
の
様
子

今
回
の【K

O
ZA

 C
H
O
IC
E
!(コ

ザ
チ
ョ
イ
ス
)

】

は
、「
工
房　
島
変
木（
と
う
へ
ん
ぼ
く
）」の「
く
つ
べ
ら
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
島
変
木
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
の
工
房
を

構
え
る
の
は
沖
縄
の
木
に
こ
だ
わ
り
、
も
の
づ
く
り

に
取
り
組
む
木
工
職
人
・
屋
宜
政
廣
さ
ん
。
沖
縄
市

知
花
に
あ
る
工
房
で
は
ア
カ
ギ
や
琉
球
松
、
セ
ン
ダ

ン
、
ク
ロ
キ
な
ど
、
沖
縄
で
育
っ
た
木
を
使
っ
て
南
国

の
木
な
ら
で
は
の
趣
あ
る
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
な
ど
、

家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
コ

ザ
チ
ョ
イ
ス
に
選
ば
れ
た
「
く
つ
べ
ら
」
は
家
具
作
り

の
際
に
出
た
ア
カ
ギ
の
端
材
を
余
す
こ
と
な
く
利
用

し
、
家
具
同
様
丁
寧
に
仕
上
げ
た
も
の
で
す
。
赤
い

木
肌
の
ア
カ
ギ
を
美
し
く
磨
き
上
げ
た
く
つ
べ
ら
は
、

す
べ
す
べ
と
し
た
肌
触
り
で
心
地
よ
く
フ
ィ
ッ
ト
し
、

足
を
す
る
り
と
靴
の
中
に
滑
り
込
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
用
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
バ
ッ
グ
の
中

に
入
れ
て
も
か
さ
ば
ら
ず
実
用
的
。
使
う
ほ
ど
に
手

に
馴
染
み
天
然
木
の
温
か
み
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
展
示
会

な
ど
で
は
毎

回
、
完
売
す

る
と
い
う
島

変
木
の
く
つ

べ
ら
。
ぜ
ひ
、

そ
の
質
感
を

確
か
め
て
み

て
く
だ
さ
い
。

所在地：沖縄市知花5-24-8
営業時間：午前8時30分～午後7時
定休日：不定休
問合せ：090-2515-0052
FAX：098-989-3103

商品名：くつべら
事業所名：島変木
職種：木工芸
代表者：屋宜政廣

コザチョイス
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小
学
生
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

沖
縄
警
察
署
が
飲
酒
運
転
根
絶
を
広

く
呼
び
か
け
よ
う
と
、管
轄
の
小
学
校
に

協
力
依
頼
し
た
飲
酒
運
転
根
絶
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
完
成
し
、11
月
29
日
に
コ
ザ・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
の
音
楽
広
場
で
完
成

発
表
と
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

　

式
で
は
ビ
デ
オ
制
作
に
協
力
し
た
、美

里
、コ
ザ
、諸
見
、中
の
町
、北
谷
第
二
、北

玉
小
学
校
の
６
小
学
校
に
沖
縄
警
察
署
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、各
小
学
校

で
制
作
さ
れ
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
放

映
さ
れ
た
。ビ
デ
オ
は
飲
酒
運
転
に
対
す

る
児
童
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
、最
後
は

「
飲
酒
運
転
は
絶
対
ダ
メ
」と
大
き
な
声

で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

飲
酒
運
転
絶
対
ダ
メ

▲ビデオ制作に協力した児童達

　市更生保護女性会の川畑光子さんが、地域安全活動に尽力
し、安全で安心なまちづくりに貢献したとして、10月19日に県警
察本部長と公益財団法人沖縄県防犯協会連合会長から連名
表彰された。受賞報告のため11月15日に市役所の桑江市長
を訪ねた川畑さんは「市を良くしようと会員一丸となって活動し
ている。これからも安心安全で楽しいまちづくりに貢献したい」
と語った。桑江市長は「受賞は川畑さんをはじめ会員の皆様の
青少年育成や安全なまちづくりなどの活動が認められたもの」
と感謝した。

川畑光子さん防犯功労表彰
安心安全なまちづくりに尽力

▲川畑光子さん（中央）と更生保護女性会の会員達

　ＮＰＯ法人沖縄県琉球創作人形協会（座間味末子理事
長）の役員が１１月３０日に市役所を訪れ、書籍「琉球創作人
形で伝える沖縄歴史夢物語」を市内の自治会や小中学校に
贈呈した。書籍は同協会が実行委員会を発足し、一般財団
法人コザしん地域振興基金の助成金や広告費で発刊したも
ので、琉球の歴史や文化を表現した人形の写真が１００ペー
ジに渡って掲載されている。書籍を寄贈された狩俣教育長
は「児童生徒が琉球の歴史を学ぶうえで大変貴重な資料に
なる」とお礼を述べた。

人形で伝える沖縄の歴史
琉球創作人形協会が書籍を贈呈

▲書籍を寄贈する発刊役員

園
児
ら
が
農
業
体
験

　

市
農
業
青
年
ク
ラ
ブ（
大
嶺
学ま

な
と人
会

長
）が
池
原
の
畑
で
９
月
か
ら
こ
ど
も
達
の

農
業
体
験
を
行
っ
て
お
り
、12
月
６
日
に
、

す
み
れ
っ
子
保
育
園
の
３
歳
児
ク
ラ
ス
と

４
歳
児
ク
ラ
ス
の
45
人
が
大
根
と
玉
ね
ぎ

の
収
穫
を
体
験
し
た
。

　

園
児
ら
は
大
き
な
大
根
を
探
し
、ゆ
す
っ

て
引
き
抜
き「
重
い
」「
長
い
」な
ど
の
歓

声
を
あ
げ
た
。中
に
は
引
き
抜
く
際
に
大

根
を
折
っ
て
し
ま
う
園
児
も
。体
験
は
、こ

ど
も
達
に
作
物
を
育
て
る
苦
労
と
喜
び
を

感
じ
て
も
ら
い
、食
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
市
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
の
仲
宗
根

工た
く
みさ
ん
が
企
画
し
た
も
の
で
、大
根
、玉
ね

ぎ
、人
参
、じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
付
け
と
収

穫
を
行
っ
て
い
る
。

野
菜
の
収
穫
で
に
っ
こ
り

▲大根を収穫し笑顔を見せる園児

2017.1.1広報 8



郵便局が手紙文化を普及

第
33
回 

市
社
会
福
祉
大
会
開
催

沖縄市福祉地区奮闘

市内企業の協賛で小学生に年賀はがき

▲福祉のまちを目指し、毎年開催されている市社会福祉大会

▲優勝報告し、3連覇の目標を掲げる選手達

▲贈呈式には市内郵便局長と協賛企業の代表者が参加した

　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

住
民
や
団
体
、企
業
、行
政
な
ど
の
協
力
体

制
を
進
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、社
会
福
祉

功
労
者
の
功
績
を
広
く
知
ら
せ
よ
う
と
、

第
33
回
市
社
会
福
祉
大
会（
市
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
）が
11
月
16
日
に
市
民
小
劇

場
あ
し
び
な
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
功
労
者
20
人
と
７
団
体
の
表

彰
と
、募
金
に
協
力
し
た
２
人
と
７
団
体
へ

の
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、こ
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
関
す

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
行
わ
れ
、市
や
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
取
り
組
み
の
紹
介
や
、こ
ど

も
支
援
団
体
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

誰
に
も
優
し
い
福
祉
の
ま
ち
へ

　県総合運動公園で10月8日に開催された第52回県身体
障害者スポーツ大会で、沖縄市福祉地区が昨年に続き優勝
し2連覇した。大会は、障害者スポーツの振興と障害者の自
立と社会参加の促進に寄与することを目的としており、陸上
競技やフライングディスクなどの種目を障害別で競う。11月
15日に、市役所を訪れた選手達から優勝の報告を受けた桑
江市長は「昨年に続いての嬉しい報告で、3連覇も期待して
いる。１人でも多くの方が参加できる雰囲気をつくっていただ
ければ」と話した。

　市内郵便局が、児童にはがきを書く楽しさや届くうれしさ
を体験してもらうことで手紙文化の普及を図ろうと、企業に
協賛を呼びかけ、12月8日に市役所で「小学生への年賀は
がき贈呈式」が行われた。はがきは、郵便局の協賛に応えた
企業100社が購入したもので、市内の小学生１人につき2枚
にあたる2万6000枚が贈呈された。狩俣教育長は「手紙は
日本が誇る素晴らしい文化で、こども達の書く意欲が高まる
ことに期待している。賛助いただいた企業と郵便局に感謝す
る」とお礼を述べた。

障害者スポーツ大会2連覇

　

第
42
回
県
畜
産
共
進
会（
公
益
財
団

法
人
沖
縄
県
畜
産
振
興
公
社
主
催
）が
10

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
県
食
肉
セ
ン
タ
ー

と
南
部
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、佐
渡
山

安や
す
き
よ廉
さ
ん
が
肉
牛
の
枝
肉
部
門
で
最
優
秀

賞
に
あ
た
る
優
秀
賞
１
席
、仲
泊
ゆ
き
の

さ
ん
が
肉
用
牛
の
若
雌
第
１
類
で
優
秀
賞

３
席
に
選
ば
れ
た
。

　

佐
渡
山
さ
ん
と
仲
泊
さ
ん
の
夫
の
元も

と
き輝

さ
ん
が
、11
月
30
日
に
桑
江
市
長
を
訪
ね

受
賞
を
報
告
し
た
。畜
産
歴
20
年
で
、初

の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
佐
渡
山
さ
ん
は

「
肉
牛
は
ニ
ー
ズ
の
変
化
が
激
し
い
の
で
、

対
応
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
気
を

付
け
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」と
話
し
た
。

県
畜
産
共
進
会
で
１
位
と
３
位

佐
渡
山
安
廉
さ
ん 

仲
泊
ゆ
き
の
さ
ん▲受賞を喜ぶ佐渡山（左）さんと関係者
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世
代
を
超
え
た
交
流
を
楽
し
む

第
９
回
越
来
城
下
町
ま
つ
り

　

尚
泰
久
王
と
尚
宣
威
王
の
ゆ
か

り
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
越
来
城

趾
の
ふ
も
と
の
越
来
水
辺
公
園
で
、

第
９
回
越
来
城
下
町
ま
つ
り（
同

実
行
委
員
会
主
催
）が
11
月
19
日

（
土
）と
20
日（
日
）の
２
日
間
に

渡
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
つ
り
の
初
日
は
、あ
い
に
く
の

雨
天
の
な
か
で
の
開
催
と
な
っ
た

が
、各
自
治
会
三
線
愛
好
会
の
合

同
演
奏
を
皮
切
り
に
、保
育
園
児

や
高
校
生
、各
自
治
会
の
老
人
会
、

婦
人
会
、青
年
会
な
ど
、多
彩
な
出

演
者
に
よ
る
、エ
イ
サ
ー
や
ダ
ン
ス
、

音
楽
ラ
イ
ブ
、合
唱
な
ど
が
披
露

さ
れ
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。２

日
目
は
、越
来
シ
ー
サ
ー
キ
ッ
ズ
の

獅
子
舞
演
舞
で
始
ま
り
、古
武
道

や
琉
舞
、手
話
コ
ー
ラ
ス
、ギ
タ
ー

の
弾
き
語
り
、ダ
ン
ス
な
ど
、多
彩

な
演
目
が
披
露
さ
れ
、会
場
を
盛

り
上
げ
た
。

　

ま
つ
り
は
越
来
水
辺
公
園
周
辺

の
11
自
治
会（
越
来
・
照
屋
・
安
慶

田・城
前・室
川・住
吉・八
重
島・嘉

間
良・吉
原・宮
里・セ
ン
タ
ー
）が一

丸
と
な
っ
て
開
催
し
て
お
り
、舞
台

と
観
客
席
の
間
に
川
が
流
れ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
会
場
が
特
徴
。平
成
25

年
1
月
に
は
国
土
交
通
大
臣
か
ら

「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」を
受
賞
し

て
い
る
。

▲幕開けは各自治会三線愛好会の合同演奏

▲会場を盛り上げるコザ高校ダンス部

★
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
っ
て
何
？

　

慢
性
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス（
B
型
・
C
型
）
に
感
染

し
て
肝
臓
の
細
胞
が
壊
れ
て
い
く
病
気

で
、
進
行
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
臓
が

ん
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
感
染

者
は
3
0
0
万
人
以
上
と
推
定
さ
れ
、

国
内
最
大
級
の
感
染
症
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

★
誰
も
が
感
染
の
危
険
性
が
…

　

B
型
・
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、

ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
血
液
や
体
液
か
ら

感
染
し
ま
す
が
、
日
常
的
な
接
触
で

感
染
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
感
染
の
原
因
は
、
主
に
母
子
感

染
や
輸
血
、
昭
和
60
年
初
頭
ま
で
の

集
団
予
防
接
種
に
よ
る
感
染
で
す
。

　

そ
の
他
、
性
交
渉
や
ピ
ア
ス
の
穴
あ

け
・
タ
ト
ゥ
ー
な
ど
器
具
の
不
適
切
な

使
用
等
に
よ
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に
感

染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★一度
は
無
料
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
！

　

市
民
集
団
健
診
で
は
40
歳
以
上
で

過
去
に一度
も
検
査
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
方
を
対
象
に
、
血
液
検
査
に
よ
る

B
型
・
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ一
度
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
検
診
結
果
で
感
染
が
わ
かっ
た
ら
、
肝

臓
専
門
医
を
受
診
し
て
下
さ
い
。
感
染

し
て
い
る
方
は
、
放
置
す
る
と
肝
硬
変

や
肝
臓
が
ん
へ
進
行
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も

必
ず
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
お
電
話

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

【
問
合
せ
】
市
民
健
康
課

                      （
内
線
２
２
４
０
）       

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は　

も
う
お
済
み
で
す
か
？

学ぶ楽しさを体験
第23回市生涯フェスティバル2016

　

第
23
回
市
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
6
が
、
12
月

4
日
に
市
体
育
館
や

多
目
的
運
動
場
、

武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。

　
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
は
、

生
涯
学
習
の
場
や
情

報
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
学
習
活
動
へ

の
参
加
を
促
し
、
学

ぶ
楽
し
さ
を
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
で
生

涯
学
習
環
境
の
振
興

と
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　

体
育
館
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
中
央
公
民

館
で
活
動
し
て
い
る
太
極
拳
や
大

正
琴
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
フ
ラ
メ
ン
コ

な
ど
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
演
舞
や

演
奏
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
フ
ロ

ア
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

作
り
や
科
学
体
験
、
プ
ラ
モ
デ
ル

製
作
、
茶
道
、
ネ
イ
ル
の
体
験
会

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
多
目
的
運

動
場
体
験
ブ
ー
ス
で
は
、
ビ
ー
玉

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
缶
釣
り
、
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が

設
置
さ
れ
、
参
加
者
は
各
コ
ー
ナ
ー

で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
ほ

か
に
も
今
年
は
野
外
ス
テ
ー
ジ
が

設
置
さ
れ
、
各
団
体
や
サ
ー
ク
ル

が
、
エ
イ
サ
ー
や
太
鼓
、
ダ
ン
ス
、

三
線
演
奏
な
ど
を
披
露
し
た
。

▲サークル活動の成果を披露

▲布をリサイクルしたコースター作り ▲どこにヒモを通すの？
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▲
 

苦
戦
し
て
も
笑
顔
が
浮
か
ぶ
デ
カ
パ
ン
リ
レ
ー

　
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
会
員
や

家
族
の
交
流
を
深
め
、福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

寄
与
し
よ
う
と
、12
月
11
日
に
県
総
合
運
動
公
園
の

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、第
26
回
か
り
ゆ
し
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
運
動
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

運
動
会
に
は
市
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
や
家
族
、

自
治
会
の
婦
人
会
や
青
年
会
な
ど
約
１
２
０
０
人
が

出
場
し
、日
差
し
の
温
か
い
さ
わ
や
か
な
晴
れ
空
の
も

と
、50ｍ
走
や
玉
入
れ
、ス
プ
ー
ン
リ
レ
ー
な
ど
の
競
技

に
挑
戦
し
た
。ま
た
、２
人
で
１
枚
の
大
き
な
パ
ン
ツ
を

は
き
、風
船
を
顔
で
挟
ん
で
走
る
デ
カ
パ
ン
リ
レ
ー
や

保
育
園
児
の
演
技
、会
員
総
出
の
踊
り
な
ど
も
行
わ

れ
、盛
り
上
が
っ
た
。

障
が
い
者
の
作
品
を
展
示
販
売

福
祉
展
示
フ
ェ
ア

投
げ
て
走
っ
て
踊
っ
て
交
流

か
り
ゆ
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
運
動
会

▲
 

県
内
初
の
協
定
が
締
結
さ
れ
た

　

第
22
回 

市
ハ
ー
ト
フ
ル
展
が
11
月

29
日
と
30
日
の
２
日
間
、市
役
所
１
階

の
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
ハ
ー
ト
フ
ル
展
は
、こ
こ
ろ
の
健
康
に

つ
い
て
関
係
機
関
と
の
連
携
や
当
事

者
、家
族
と
の
関
わ
り
の
強
化
、協
力

体
制
づ
く
り
、精
神
保
健
福
祉
の
普
及

啓
発
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。催
し

に
は
、市
内
の
医
療
機
関
や
施
設
、事

業
所
、支
援
団
体
が
参
加
し
、絵
画
や

詩
な
ど
の
作
品
展
示
や
日
頃
の
活
動

内
容
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
、手

作
り
の
雑
貨
販
売
、ア
ロ
マ
体
験
、手
作

り
工
作
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

相
談
機
関
情
報
を
提
供
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
た
。

　

認
知
症
高
齢
者
等
の
見
守
り
及
び
安
全

支
援
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式
が
、12
月
７

日
に
沖
縄
警
察
署
で
行
わ
れ
、桑
江
朝
千

夫
沖
縄
市
長
と
野
国
昌
春
北
谷
町
長
、新

垣
邦
男
北
中
城
村
長
、新
里 
一 
沖
縄
警
察

署
長
が
協
定
を
交
わ
し
た
。

　

協
定
は
、行
方
不
明
者
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
に
事
前
登
録
し
た
高
齢
者
の
事
件
や

事
故
に
対
し
、行
政
機
関
と
警
察
が
相
互
に

連
携
し
て
迅
速
な
対
応
を
行
い
、本
人
や
そ

の
家
族
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
結
ば
れ
た
も
の
で
、県
内

初
。新
里
署
長
は「
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
事

前
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、一件
で
も

事
件
事
故
が
少
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」と

挨
拶
し
た
。

行政と警察が連携

第22回 沖縄市ハートフル展

見守り及び安全支援に関する協定締結

▲
 

手
作
り
の
色
鮮
や
か
な
商
品
が
多
く
並
ん
だ

▲
 

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
会
場

　

平
成
28
年
度 

障
害
者
週
間「
福
祉
展
示
フ
ェ
ア
」

が
、12
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
、市
役
所
１

階
市
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

障
害
者
週
間
は
、広
く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て

関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、障
害
者
が
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を

高
め
る
た
め
行
わ
れ
て
お
り
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
桑
江
澄
子
実
行
委
員
長
が「
市
内
各
施
設

や
団
体
の
様
々
な
展
示
物
や
作
品
を
通
し
て
、活
動

の
成
果
を
広
く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
あ

い
さ
つ
し
た
。会
場
で
は
、施
設
利
用
者
が
作
っ
た
洗

剤
や
雑
貨
、木
工
製
品
、手
作
り
み
そ
や
パ
ン
な
ど
が

販
売
さ
れ
た
。
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▲国道３３０号からコザ・ゲート通りを練り歩いたカーニバルパレード

▲大人顔負けのダンスを披露するワッツ
　アップアケミダンススクールのこども達　▲観客を惹きつける演舞集団Ｔｒｉｂｅ－Ｒ（トライバル）のパフォーマンス

▲特徴的な衣装で踊るメキシカンダンスも注目の的
▲会場は認知症の人とともに北海道からタスキ　　
　をつなぐＲＵＮ伴（らんとも）のゴールに ▲サンタイベントでは参加者にプレゼントも

▲軽快なリズムで会場を沸かせるサンバ

　

コ
ザ
・
ゲ
ー
ト
通
り
や
コ
ザ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
を
会
場
に
沖

縄
国
際
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
１
６（
同

実
行
委
員
会
主
催
）が
11
月
26
日

と
27
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

初
日
は
カ
ー
ニ
バ
ル
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、32
団
体
が
国
道
３
３
０

号
や
コ
ザ・ゲ
ー
ト
通
り
を
練
り
歩

き
、華
や
か
な
衣
装
や
仮
装
で
沿

道
を
国
際
色
に
染
め
た
。ま
た
、パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
サ
ン
バ
の
ス
テ
ー

ジ
な
ど
も
催
さ
れ
、メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
国
際
大
綱
引
き
で
は
、全
長

90
ｍ
、総
重
量
８
ｔ
の
大
綱
を
引
き

合
い
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。２

日
目
は
、雨
天
で
内
容
が
縮
小
さ

れ
た
が
、公
認
サ
ン
タ
と
の
交
流
や

音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
、来

場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

  沖縄国際カーニバル２０１６沖縄 際カ バル２０１６
国際色豊かな市の魅力を発信

2017.1.1広報 12



新
た
に
５
商
品
が
仲
間
入
り

沖
縄
市
地
域
ブ
ラ
ン
ド 

コ
ザ
ス
タ
ー

　

コ
ザ
ス
タ
ー
と
は
、沖
縄
市
の
優
れ
た
商
品
を
公
募

し
、商
品
開
発
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
各
種
専
門
家
に
よ

る
審
査
会
を
経
て
認
定
さ
れ
た
沖
縄
市
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
。

　

今
年
は
、9
月
に
公
募
し
、市
民
や
県
民
、県
外
の
沖

縄
フ
ァ
ン
に
よ
る「
コ
ザ
ス
タ
ー
総
選
挙
」を
行
い
、お
よ

そ
2
0
0
0
人
が
投
票
に
参
加
。そ
の
後
専
門
家
に
よ

る
審
査
を
経
て
新
た
に
５
商
品
が
コ
ザ
ス
タ
ー
に
認
定
さ

れ
た
。

　
コ
ザ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
た
商
品
は
、今
後
沖
縄
市
の

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、市
内
外
へ
広
く
P
R
さ
れ
る

と
と
も
に
、W
E
B
上
の【
コ
ザ
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
】に

て
取
り
扱
い
、販
売
さ
れ
る
機
会
を
得
る
。

【認定番号 11】ATORON Original Trunk case

【認定番号 13】メロンボックス 【認定番号 12】zazou koza クッキー

【認定番号 15】エイサー竹人形 【認定番号 14】ハルサーガード 虫よけ 万能シート

【
商
品
紹
介
】

　
一
点
一
点
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

に
こ
だ
わ
っ
た
カ
ラ
フ
ル

ポ
ッ
プ
な
ト
ラ
ン
ク
ケ
ー

ス
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
製

造
す
る
職
人
も
、
す
べ
て

コ
ザ
ん
ち
ゅ
！ 

ま
さ
し

く“

M
A
D
E
 i
n
 

K
O
Z
A”

　

沖
縄
市
の
実
店
舗
の

み
で
販
売
し
て
お
り
、

ま
ち
への
集
客
に
も
期
待
。

【
事
業
者
名
】

A
T
O
R
O
N
 

C
r
e
a
t
i
v
e
 

E
n
t
e
r
t
a

i
n
m
e
n
t

住
所
：
沖
縄
市
中
央 

             
1
丁
目
18

｜

6

【
商
品
紹
介
】　

　

ア
メ
リ
カ
と
コ
ザ
の
テ

イ
ス
ト
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ

た
ク
ッ
キ
ー
4
種
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
な
チ
ョ
コ

チ
ャ
ン
ク
と
グ
ラ
ノ
ー

ラ
、
コ
ザ
っ
ぽ
さ
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ブ
ラ
ッ
ク

コ
コ
ア
と
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ

コ
、
沖
縄
の
黒
糖
を
使

用
し
た
和
三
盆
サ
ブ
レ

と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
ク
ッ
キ
ー
セ
ッ
ト
。
お

店
の
外
観
に
な
ぞ
ら
え

た
素
敵
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

も
注
目
。

【
事
業
者
名
】

z
a
z
o
u

住
所
：
沖
縄
市
中
央

                  
2

｜

15

｜

1

☎
0
9
8

｜

9
3
4

｜

2
3
8
0

【
商
品
紹
介
】　

　

繊
維
に
虫
よ
け
成
分

を
加
工
し
た
新
技
術
で
、

こ
れ
か
ら
は
虫
よ
け
に

対
す
る
常
識
が
変
わ
る
。

無
色
無
臭
で
、
安
全
性

が
高
く
人
体
、商
品
、ペッ

ト
ま
で
、
幅
広
い
用
途
で

使
用
可
能
。

　

不
快
害
虫
（
ハ
エ・
蚊
・

ノ
ミ
・
ダ
ニ
・
ア
リ
・
シ

ラ
ミ
な
ど
）
に
有
効
。

　

洗
濯
し
て
も
効
果
は

持
続
。
贈
っ
て
も
喜
ば
れ

る一品
。

【
事
業
者
名
】

株
式
会
社

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン

住
所
：
沖
縄
市
中
央

                 
3

｜

15

｜

3

☎
0
9
8

｜

9
3
8

｜

6
4
7
4

【
商
品
紹
介
】

　

1
つ
の
箱
に
ス
ト
ロ
ベ

リ
ー
、
バ
ニ
ラ
、
チ
ョ
コ
、

チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
、
メ
ロ
ン

の
5
種
類
の
異
な
る
フ

レ
ー
バ
ー
の
メ
ロ
ン
パ
ン

を
詰
め
合
わ
せ
た
メ
ロ
ン

ボ
ッ
ク
ス
。

　

特
に
メ
ロ
ン
は
国
産

メ
ロ
ン
果
汁
を
使
用
し
、

果
物
の
香
り
溢
れ
る
、

見
た
目
も
鮮
や
か
で
お

土
産
物
や
お
祝
い
な
ど

の
贈
答
用
に
も
ぴ
っ
た

り
。

【
事
業
者
名
】

ア
ン
ト
レ

住
所
：
沖
縄
市
高
原

　
　
　         

7

｜

28

｜

7

☎
0
9
8

｜

9
3
0

｜

0
5
2
2

【
商
品
紹
介
】

　

素
材
の
良
さ
を
活
か

し
、
エ
イ
サ
ー
の
し
な

や
か
な
動
き
を
表
現
し

た
竹
細
工
の
人
形
。

　

変
色
劣
化
を
防
ぐ
加

工
も
施
さ
れ
て
い
る
。　

　

衣
装
に
は
伝
統
的
な

知
花
花
織
を
用
い
、「
エ

イ
サ
ー
の
ま
ち
」
だ
け

で
な
く
伝
統
工
芸
の
盛

ん
な
沖
縄
市
を
ア
ピ
ー

ル
。

【
事
業
者
名
】

北
谷
竹
細
工

住
所
：
沖
縄
市
八
重
島                    

                   

3 ｜

4 ｜

7

☎
0
9
8

｜

9
3
7

｜

1
4
7
4

☎
0
9
8

｜

9
1
4

｜

3
8
2
5
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音
楽
で
台
湾
と
交
流

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
披
露

▲
 

台
湾
の「
通
勤
少
年
」

▲
 

勢
い
よ
く
そ
ば
を
か
き
込
む
挑
戦
者

　

お
き
な
わ
音
楽
月
間
の一
環
で
、

台
湾
の
音
楽
文
化
を
体
験
で
き
る

イ
ベ
ン
ト「
台
湾
沖
縄
音
楽
交
流

会
２
０
１
６
」（
株
式
会
社
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
ジ
ャ
パ
ン・ま
ち
づ
く
り
Ｎ

Ｐ
Ｏ
コ
ザ
ま
ち
社
中
共
催
）が
12
月

4
日
に
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、台
湾
か
ら
嵐
月

樂
團
、梭
哈
、掉

樂
團
、通
勤
少

年
の
４
バ
ン
ド
と
、沖
縄
か
ら
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ 

Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
、リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
ノ
ツ
カ
イ
、Ｃ
ｉｖ
ｉ
ｌ
ｉａ

ｎ 

Ｓ
ｋｕｎ
ｋ
、Ａ
ｌ
ｌ
ｊ
ａｐ
ａｎ

Ｇｏ
ｉ
ｔ
ｈ
、７セ

ブ
ン
ウ
ッ
プ
ス
!!
の
５
バ
ン
ド
が
出

演
し
た
ほ
か
、台
湾
大
稲

楽
団　
　
　

と
沖
縄
交
響
楽
団
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
獅
子
舞
の
競
演
、古
謝
翔

龍
太
鼓
の
演
舞
も
披
露
さ
れ
、会

場
を
盛
り
上
げ
た
。そ
の
ほ
か
に

も
、会
場
に
は「
運
命
の
赤
い
糸
」の

由
来
に
な
っ
て
い
る
縁
結
び
の
神
様

「
月
下
老
人
」が
祀
ら
れ
た
ほ
か
、

台
湾
料
理
の
魯ル

ー
ロ
ー
ハ
ン

肉
飯
１
０
０
０
食

が
来
場
者
に
無
料
で
振
る
舞
わ
れ

た
。２分間で77杯を平らげる

一番街でわんこそば大会
　

第
２
回
わ
ん
こ
そ
ば
全

日
本
大
会
沖
縄
コ
ザ
場
所

(

市
商
店
街
を
元
気
に
す
る

会
主
催
）が
、12
月
10
日
に

一
番
街
商
店
街
で
開
催
さ

れ
た
。大
会
は
市
中
心
市

街
地
の
商
店
街
や
通
り
会

が
連
帯
感
を
高
め
、生
産

性
の
向
上
と
地
域
商
店
街

に
対
す
る
愛
着
心
の
高
揚

を
図
り
、市
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

大
会
は
、制
限
時
間
２

分
間
で
わ
ん
こ
そ
ば
を
何

杯
食
べ
ら
れ
る
か
競
う
も

の
で
、小
学
生
の
部
に
は

児
童
30
人
が
出
場
し
、宜

野
湾
市
の
多
和
田
研け

ん
し
ん心
君

(

長
田
小
５
年
）が
、48
杯

を
食
べ
、優
勝
し
た
。一般
の

部
に
は
、55
人
が
挑
戦
し
、

本
市
在
住
の
本も

と
そ
こ底
令の

り
と人
さ

ん
が
77
杯
を
平
ら
げ
て
優

勝
し
た
。本
底
さ
ん
は
来

年
２
月
に
岩
手
県
花
巻
市

で
開
催
さ
れ
る
わ
ん
こ
そ

ば
全
日
本
大
会
に
沖
縄
代

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
る
。大
会
で
使
用
さ

れ
た
そ
ば
は
、花
巻
市
か
ら

直
送
さ
れ
た
も
の
で
、競
技

終
了
後
に
は
、来
場
者
に

も
振
る
舞
わ
れ
た
。

▲あげだ児童館と児童センターの合同ダンスチーム

▲よ～くねらって、えいっ

楽しいプログラムがいっぱい
市児童館まつり初開催

　

市
内
児
童
館
と
市

放
課
後
児
童
支
援
セ

ン
タ
ー
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
が
、

11
月
20
日
に
市
福
祉

文
化
プ
ラ
ザ
を
会
場

に
、
市
児
童
館
ま
つ

り
を
初
開
催
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
児
童
館

ま
つ
り
は
各
児
童
館

が
個
別
で
行
って
お
り
、

今
回
の
合
同
開
催
は

初
の
試
み
。

　

ま
つ
り
は
児
童
館

を
周
知
し
、
地
域
交

流
の
場
と
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
児
童
館
利

用
者
の
父
母
や
Ｏ
Ｂ
、

沖
縄
こ
ど
も
の
国
な

ど
が
協
力
し
た
。
会
場
で
は
児
童

館
利
用
者
の
父
親
ら
に
よ
る
、
射

的
や
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
な
ど
を
楽
し

め
る
「
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
」
の

コ
ー
ナ
ー
や
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
玉

入
れ
、
缶
積
み
な
ど
５
つ
の
ゲ
ー

ム
を
ク
リ
ア
す
る
と
か
き
氷
が
も

ら
え
る
「
児
童
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
遊
ぼ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

科
学
工
作
や
レ
タ
ー
ク
リ
ッ
プ
作

り
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
た
。

ま
た
、
錯
覚
に
関
す
る
展
示
や
ミ

ニ
実
験
シ
ョ
ー
、
沖
縄
こ
ど
も
の

国
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
実
験
シ
ョ
ー
、

あ
げ
だ
児
童
館
と
児
童
セ
ン
タ
ー

の
合
同
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
や
古
謝
キ
ッ

ズ
獅
子
舞
の
舞
台
披
露
な
ど
も
行

わ
れ
、
多
彩
な
内
容
で
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
に
ぎ
わ
っ
た
。
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脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
を
含
む
循

環
器
疾
患
は
、が
ん
と
並
ん
で
本
市
の

主
要
死
因
の
大
き
な
一
因
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、そ
の
発
症
危
険
因
子
の
1
つ

に
高
血
圧
が
あ
り
ま
す
。

　

高
血
圧
の
原
因
に
は
、運
動
不
足
・

多
量
飲
酒・喫
煙
な
ど
様
々
な
要
素
が

あ
り
ま
す
が
、日
本
人
が
高
血
圧
に
な

る
最
大
の
原
因
は
食
塩
の
摂
り
す
ぎ

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、今

回
は
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
調
味
料
は
、か
け

て
使
う
の
で
は
な
く
、少
量
を
つ
け

て
使
用
し
ま
し
ょ
う

②
そ
ば
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
麺
類
に

は
、１
杯
で
４
〜
６
ｇ
の
塩
分
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、汁
は
残
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

③
香
味
野
菜
や
香
辛
料
、酸
味
を
上

手
に
活
用
す
る
と
、味
に
メ
リ
ハ
リ

が
つ
き
、少
量
の
塩
分
で
も
満
足
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

食
塩
の
摂
取
量
を
１ｇ
減
ら
す
と
、

高
血
圧
者
で
１
m
m
h
g
、非
高
血

圧
者
で
0.
5
m
m
h
g
の
血
圧（
収

縮
期
）低
下
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
積

極
的
に
減
塩
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、１
日
の
食
塩
摂
取
目
標
量

は
男
性
８
ｇ
未
満
、女
性
７
ｇ
未
満

（
い
ず
れ
も
18
歳
以
上
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
健
康
課（
内
２
２
４
１
）

「
減
塩
で
高
血
圧
を

　
予
防
し
よ
う
！
」

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

市
政
懇
談
会

　

市
は
市
民
の
意
見・要
望・提
案

を
市
政
に
反
映
し
、市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に「
平
成
28

年
度 

沖
縄
市
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ 

市
政
懇
談
会
」を
11
月
１
日
か

ら
22
日
に
か
け
、８
回
の
日
程
で

開
催
し
た
。

　

懇
談
会
は
中
学
校
区
ご
と
に
行

わ
れ
、桑
江
市
長
を
は
じ
め
、仲
本

副
市
長
や
上
田
副
市
長
、狩
俣
教

育
長
、仲
宗
根
水
道
局
長
、各
部

長
ら
が
出
席
し
、市
民
と
対
話
し

た
。８
回
の
懇
談
会
に
は
合
計
で

１
６
９
人
の
市
民
が
参
加
し
、道

路
の
整
備
や
補
修
、渋
滞
緩
和
、

地
域
の
開
発
、公
園
の
維
持
管
理
、

ア
リ
ー
ナ
建
設
、米
軍
牧
港
倉
庫

群
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
対
策
、

環
境
問
題
、自
治
会
へ
の
加
入
促

進
、児
童
館
の
整
備
、高
齢
者
の

見
守
り
、防
災
・
安
全
対
策
な
ど
、

幅
広
い
意
見
や
要
望
が
あ
が
っ
た
。

市
で
は
今
後
、市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
や
要
望
を
市
政
運
営
に

反
映
さ
せ
て
い
く
。

▲パネルで防災対策案を説明する
　比屋根自治会の宮里会長

▲多くの意見や要望が寄
せられた

▲市民の要望に耳を傾ける市長ら▲参加者の質問に答える市民部長

文化協会の作品が一堂に
　
「
未
来
へ
の
創
造
、

躍
進
す
る
文
化
」
を

テ
ー
マ
に
第
39
回
市

文
化
祭
２
０
１
６
（
市

文
化
協
会
・
沖
縄
市

主
催
）
の
展
示
部
門

が
、
11
月
26
日
と
27

日
の
２
日
間
、
市
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

文
化
祭
で
は
絵
画

や
写
真
、
書
道
、
陶

芸
、
木
工
、
茶
道
、

生
け
花
、
盆
栽
、
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
な

ど
、
市
文
化
協
会
員

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

来
場
者
は
興
味
深
げ

に
見
入
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
向
け
に
ワ
イ
ヤ
ー

リ
ー
ス
作
り
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀

状
作
り
、
茶
道
体
験
な
ど
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
響
鳴
太
鼓
の
演
舞
や
コ
ザ
小
学

校
三
線
ク
ラ
ブ
の
演
奏
と
空
手
ク

ラ
ブ
の
演
舞
が
披
露
さ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。
市
文
化
祭
は
芸

術
文
化
の
創
造
と
伝
統
文
化
の
継

承
発
展
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、
舞
台
発
表
の
部
が
１
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
市
民
小
劇
場
あ
し

び
な
ー
で
開
催
さ
れ
る
。

▲美術部の作品に見入る来場者

▲丹精込めて育てられた盆栽 ▲ワイヤーリース作りを習う来場者
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平成28年9月末 前年度同期 前年比
人口 141,448人 140,221人 101％
男 68,544人 67,909人 101％
女 72,904人 72,312人 101％

世帯数 59,706世帯 58,410世帯 102％
面積 49.72㎢ 49.72㎢ 100％

★沖縄市の人口

※平成24年7月9日より、人口及び世帯数に外国人住民の方も含まれます。
※面積は、国土地理院の「全国都道府県市区町村別面積調」より算出してます。

（平成28年9月末現在）

徴収すべき額 収入済額 徴収率 前年度同期
本年度課税分 1,372,213 812,903 59.2% 59.4%
滞納繰越分 68,317 18,279 26.8% 23.2%

★市税の徴収状況 （単位：万円）
（平成28年9月末現在）

区分 予算現額 割合 前年度同期 前年比
国・県支出金 2,891,613 40.1% 2,723,735 106％
市税 1,373,005 19.1% 1,336,546 103％

地方交付税 1,100,627 15.3% 1,077,455 102％
市債（長期借入金） 564,372 7.8% 607,333 93％

その他 1,275,367 17.7% 1,201,021 106％
計 7,204,984 100.0% 6,946,090 104％

★一般会計の主な歳入 （単位：万円）
（平成28年9月末現在）

平成28年9月末 前年度同期 前年比
一般会計 0 0 ー

国民健康保険事業 0 0 ー
下水道事業 0 0 ー

土地区画整理事業 0 0 ー
介護保険事業 0 0 ー
水道事業 0 0 ー

★一時借入金の状況 （単位：万円）
（平成28年9月末現在）

平成28年9月末 前年度同期 前年比
固定資産税 52,391 51,700 101.3％
市民税 36,959 36,211 102.1％
市たばこ税 4,974 5,041 98.7％
軽自動車税 2,744 2,366 116.0％

計 97,068 95,318 101.8％

★市民1人あたりの市税負担額

※予算現額÷人口で算出してます。

（単位：円）
（平成28年9月末現在）

平成28年9月末 前年度同期
土地 7,035,508.58㎡ 7,024,735.16㎡
建物 420,823.28㎡ 398,331.21㎡
基金 1,312,141万円 1,248,706万円

★主な市有財産の状況

※基金については、平成28年度9月末残高見込み。

（平成28年9月末現在）

平成28年9月末 前年度同期 前年比
借入現在高 3,433,918 3,315,846 103.6%

市民一人あたりの借入金 24 24 101.2%
市民一人あたりの支払利子 0.3 0.0 ー

★市の借入金 （単位：万円）
（平成28年9月末現在）：一般会計

区分 予算現額 割合 前年度同期 前年比
民生費 3,551,781 49.3% 3,365,977 106%
教育費 1,039,387 14.4% 936,235 111％
土木費 790,601 11.0% 803,782 98％
総務費 662,068 9.2% 669,513 99％
衛生費 343,819 4.8% 351,130 98％
公債費 320,562 4.4% 319,286 100％
商工費 285,996 4.0% 229,436 125％
消防費 111,463 1.5% 152,830 73％
議会費 39,335 0.5% 42,590 92％
その他 59,972 0.8％ 75,311 80％
合計 7,204,984 100.0％ 6,946,090 104％

★一般会計の歳出目的別内訳 （単位：万円）
（平成28年9月末現在）

会　計　名 収入済額 収入
収納率 支出済額 支出

執行率

一般会計 3,072,389 42.64% 2,565,903 35.61％
国民健康保険事業 819,876 36.88％ 919,980 41.38％
下水道事業 94,139 28.52％ 106,439 32.24％

土地区画整理事業 10,858 20.42％ 16,667 31.35％
介護保険事業 387,511 41.99％ 370,924 40.19％

後期高齢者医療事業 47,934 39.48％ 43,381 35.73％

水
道
事
業

収益的収入 186,253 48.35％
収益的支出 121,359 32.05％
資本的収入 13,049 100％
資本的支出 339,007 81.55％

★各会計の予算執行状況 （単位：万円）
（平成28年9月末現在）

沖縄市財政事情書の作成及び公表に関する条例に基づき、平成28年度の上半期の財政状況を公表します。
平成28年11月　沖縄市長　桑江 朝千夫  　

本 市 の 財 政 状 況を公 表します
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➊　民 生 費

 251,102円

➓　そ の 他
農業・林業・漁業の
活性化など
労働者の福祉
災害の復旧など

4,240円

子育て支援や福祉の充実など

➋　教 育 費

73,482円

教育・文化・スポーツの充実など

➏　公 債 費

22,663円

市が借りたお金の返済など

➑　消 防 費

7,880円

消防や救急救命など

➌　土 木 費

 55,893円

道路・住宅・公園の整備など

➒　議 会 費

2,781円

市議会の運営

➍　総 務 費

46,806円

人事・財政など事務事業の運営

➐　商 工 費

 20,219円

商工業や観光の振興など

➎　衛 生 費

 24,307円

医療・保険の充実、ごみ対策など

歳出（一般会計）を
市民一人あたりに換算すると、

509,373円
※市民一人あたりの歳出額を、目的別で金額の多い順に並べています。
※金額は、平成28年9月30日現在の人口（141,448人）を基に算出しました。

※ホームページ上でも、財政状況の資料を公開しております。下記URLより「市政情報」→「財政」へとお進み下さい。
URL: http://www.city.okinawa.okinawa.jp/
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暮
ら
し

沖縄市役所 ☎939－1212  沖縄市公式サイト http://www.city.okinawa.okinawa.jp/

◇救急出場件数…… 602件　 
◇救急搬送人員…… 549人　 
◇火災出場件数………  2件
◇救助出場件数……… 4件
救急車の適正利用にご協力をお願いします
問合せ 沖縄市消防本部
警防課　☎ 929-0900

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

加
入
手
続
き
を

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国

内
に
お
住
い
の
方
は
、原
則
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。若
い
時
に
公
的
年

金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け

る
こ
と
で
、年
を
と
っ
た
と
き
や
、病

気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
、家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
な
ど
に
、年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
方
が
加
入
し
保
険
料
を
納
め

る
制
度
で
す
。国
が
責
任
を
持
っ
て

運
営
す
る
た
め
、年
金
の
給
付
は
生

涯
に
わ
た
って
保
障
さ
れ
ま
す
。

○
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、年
を
とっ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、障
害
年
金
や

遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。

《
障
害
年
金
》病
気
や
事
故
な
ど
で

障
害
が
残
っ
た
時
に
障
害
の
程
度
に

応
じ
て
受
け
取
れ
ま
す
。

《
遺
族
年
金
》加
入
者
が
死
亡
し
た

場
合
、そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ

る
配
偶
者
」や「
子
」）が
受
け
取
れ

ま
す
。

　

詳
し
く
は
年
金
事
務
所
又
は
、

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に

必
要
な
証
明
書
に
つ
い
て

　

本
市
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
寝
た
き
り
の
方
に
対
し
、確
定

申
告
に
使
用
す
る「
お
む
つ
代
の
医

療
費
控
除
事
項
証
明
書
」を
沖
縄

市
役
所
で
発
行
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

対
象
／
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
申
請
す
る
の
が
２
年
目
以
降
の

方
で
、お
む
つ
を
使
用
し
た
そ
の
年

に
作
成
さ
れ
た
主
治
医
意
見
書
に
て

「
寝
た
き
り
度
Ｂ
１
〜
Ｃ
２
」お
よ

び「
尿
失
禁
の
発
生
可
能
性
あ
り
」

の
２
点
が
確
認
で
き
る
方（
要
介
護

認
定
の
有
効
期
間
が
１３
ヵ
月
以
上

の
場
合
は
、前
年
に
作
成
さ
れ
た
主

治
医
意
見
書
を
参
照
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。）

【
注
意
】お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
初
め
て
申
請
す
る
方
は
、医
師
が

発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、か
か
り

つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
高
齢
福
祉
課 

認
定
係　

             
                   

内
線（
３
１
６
７
）

市
民
課
国
民
年
金
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
コ
ザ
年
金
事
務
所　

   
         

☎
9
3
3 

－

2
2
6
7

市
民
課 

国
民
年
金
担
当　

 

内
線（
2
1
3
2・2
1
3
4
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休

日
交
付
を
行
い
ま
す

　

平
日
に
市
役
所
へ
来
ら
れ
な
い
方

は
、休
日
交
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
日
開
庁
日
／
１
月
28
日（
土
）、

29
日（
日
）

窓
口
受
付
時
間
／
午
前
9
時
〜
11

時
30
分　

※
午
前
の
み

受
付
場
所
／
市
役
所
1
階 

市
民

課
窓
口

受
付
業
務
／

・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

に
関
す
る
業
務

・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
に
関
す
る
業
務

※
他
の
業
務
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、必
ず
事
前
に
電
話
予
約
の

う
え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
税
の
申
告
な
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い

方
は
、早
目
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
／
市
民
課

内
線（
3
1
2
7
・3
1
2
8
・

3
1
1
5
）

お
知
ら
せ

問合せ／高齢福祉課　管理給付係　内線（２０８５・３０９８）

　所得税法や地方税法では、障害者手帳（身体・精神）や療育手帳などの交
付を受けていない方でも「これに準ずる者」として認定を受けた場合には、
「障害者控除」として所得税・住民税の所得控除を受けることができます。
本市では、満６５歳以上で、身体の障害または認知症の状態が一定の基準
に該当すると認定された方に、確定申告等で税の所得控除が受けられる「障
害者控除対象者認定書」を交付します。
　確定申告等を行う際に必要な方は、市役所窓口（高齢福祉課）にて申請
手続きを行ってください。
※既に障害者手帳（身体・精神）や療育手帳の交付を受けている方は、その
手帳を提示することにより障害者控除が受けられますので、新たに申請を行
なう必要はありません。
≪申請時に必要なもの≫
○申請者の印鑑（認印可）
○身分証明書（運転免許証・健康保険証等）
※本人・親族以外の方からの申請は、委任状が必要です。
【障害者控除とは】
　納税者自身または控除対象配偶者や扶養親族が、障がい者や特別障が
い者に当てはまる場合、一定金額の所得控除を受けることができます。こ
れを「障害者控除」といいます。
※申請書は高齢福祉課窓口で配布しています。また、市ホームページに掲載しています。

障害者控除に伴う認定書交付申請について身体障害者手帳の交付について
○身体障害者福祉法に定める身体の障がいがある方に対して交付されます。
○障がいの種類や程度により、重度の側から１級～６級に分けられます。
障がいの種類…視覚、聴覚、平衡機能、音声・言語機能、そしゃく機能、肢体不自由、
心臓機能、じん臓機能、ぼうこう・直腸機能、小腸機能、免疫機能、肝臓機能

身体障害者手帳を持つことで、障害福祉サービスの利用、福祉機器
や補装具の給付、医療費の助成、各種代金の割引、税の障害者控除
の適用を受けることができるようになります。

※身体障害者診断書・意見書は、身体障害者福祉法第15条の指定医が作成したもの
で、診断書の有効期限は3か月以内です。様式は、障がい福祉課窓口で配布しています。

問合せ／障がい福祉課　給付係　内線（３１５７）

手続きの種類 手続きに必要なもの
新規申請
・初めて交付を受けようとするとき

・身体障害者診断書・意見書（※）
・顔写真2枚(タテ4cm×ヨコ3cm)
・本人の認印(15歳未満のときは保護者印)

再交付申請
・障がいの程度が変わったとき
・他の障害が加わったとき
・再認定

・身体障害者診断書・意見書（※）
・顔写真2枚(タテ4cm×ヨコ3cm)
・本人の認印(15歳未満のときは保護者印)
・現在お持ちの身体障害者手帳

再交付申請
・紛失、破損、写真変更など

・顔写真2枚(タテ4cm×ヨコ3cm)
・本人の認印(15歳未満のときは保護者印)
・現在お持ちの身体障害者手帳(紛失の場合を除く)

記載事項変更届
・住所や氏名が変わったとき
・15歳未満は本人及び保護者の住
所・氏名が変わったとき

・現在お持ちの身体障害者手帳
・本人の認印

返還届
・身体障害者福祉法に定める障が
いに該当しなくなったとき

・死亡したとき
・手帳が不用になったとき

・現在お持ちの身体障害者手帳(紛失の場合を除く)
・届出者の認印
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催
し

沖縄市役所 ☎939－1212　沖縄市観光ポータルサイト　コザウェブ　http://kozaweb.jp/市
で
は
、ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
ハ
イ
サ
イ
沖
縄
シ
テ
ィ
」F
M
コ
ザ（
7
6.
1
M
H
z
） 

毎
週
月
曜
〜
金
曜
日 

午
前
9
時
〜
9
時
10
分 

放
送
中
!!

第
39
回 
沖
縄
市
文
化
祭　

舞
台
発
表

　

各
部
舞
台
の
日
程
及
び
開
演
時

間
は
次
の
通
り
で
す
。

ハ
ワ
イ
ア
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
部
：
1
月

14
日（
土
）午
後
６
時
30
分

ピ
ア
ノ
部
：
1
月
15
日（
日
）午
後
3
時　

日
本
舞
踊
部
：
1
月
21
日（
土
）午

後
6
時　

歌
謡
部
：
1
月
27
日（
金
）午
後
6
時　

し
ま
く
と
ぅ
ば
部
：
1
月
29
日

（
日
）午
後
6
時　

合
唱
部
：
2
月
3
日（
金
）午
後
7
時　

民
謡
部
：
2
月
10
日（
金
）午
後
6
時

30
分　

大
正
琴
部
：
2
月
11
日（
土
）午
後
4
時

古
典
芸
能
部
・
空
手
古
武
道
部
：

2
月
12
日（
日
）午
後
6
時
30
分　

会
場
／
沖
縄
市
民
小
劇
場
あ
し
び
な
ー

入
場
料
／
各
舞
台
1
0
0
0
円
、

通
し
券
2
0
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
／

沖
縄
市
文
化
協
会
事
務
局　

             

☎
９
３
２ 

－

６
８
８
３

沖
縄
市
民
小
劇
場
あ
し
び
な
ー　

             

☎
９
３
４ 

－
８
４
８
７

「
綾
庭
の
宴
」の
ご
案
内

　

琉
球
王
朝
時
代
か
ら
現
代
ま
で

の
、沖
縄
の
歴
史
と
文
化
の
重
な
り

を
音・光・舞
で
表
現
す
る
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
で
す
。 

平
成
28
年
度 

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
展
示
会

期
間
／
1
月
24
日（
火
）〜
27
日（
金
）

時
間
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

場
所
／
市
役
所
1
階　
市
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局　

            

内
線（
2
0
5
7
）

 

く
ら
は
ま「
リ
ユ
ー
ス
市
」

in 

お
き
な
わ
市 

及
び

施
設
紹
介
パ
ネ
ル
展

　

倉
浜
衛
生
施
設
組
合
に
搬
入
さ

れ
た
粗
大
ご
み
の
中
か
ら
、再
利

用（
リ
ユ
ー
ス
）可
能
な
家
具
な
ど

を
、期
間
中
に
限
り
無
料
で
提
供

す
る
ほ
か
、施
設
紹
介
の
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
ま
す
。

期
間
／
1
月
24
日（
火
）〜
26
日（
木
）

時
間
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

時
30
分
※
提
供
品
の
申
込
締
切
は

午
後
1
時
45
分

場
所
／
沖
縄
市
役
所
1
階 

展
示

コ
ー
ナ
ー

対
象
／
沖
縄
市・宜
野
湾
市・北
谷

町
に
在
住
の
方
で
、開
催
期
間
内

に
提
供
品
の
持
ち
帰
り
が
可
能
な

方（
営
利
目
的
不
可
）

※
住
所
確
認
の
た
め
、運
転
免
許

証
な
ど
住
所
が
記
載
さ
れ
た
証
明

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

提
供
数
／
ひ
と
り
1
日
1
点（
な

く
な
り
次
第
終
了
）

※
応
募
者
複
数
の
場
合
、期
間
中

※
本
公
演
は
宝
く
じ
の
助
成
金
を

活
用
し
て
行
い
ま
す
。

日
時
／
１
月
１４
日（
土
） 

昼
公
演
：
午
後
3
時

夜
公
演
：
午
後
7
時 

場
所
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音
市
場

入
場
料
／
前
売
： 一般 

3
0
0
0

円
、高
校
生
以
下
1
5
0
0
円（
当

日　

各
5
0
0
円
増
）

※
未
就
学
児
膝
上
無
料

出
演
／
な
か
の
ま
ち
ヤ
カ
ラ
ー
ズ 

ほ
か 

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
／
古
謝
美
佐
子

問
合
せ
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音

市
場 

           
☎
9
3
2 

－

1
9
4
9

 
 

 

音
楽
資
料
館
お
ん
が
く
村

新
春
民
謡
コ
ン
サ
ー
ト

　

年
初
め
の
愉
し
い
民
謡
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。観
覧
無
料
、事

前
申
込
は
不
要
で
す
。当
日
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。  

日
時
／
１
月
１５
日（
日
）午
後
3
時

〜
6
時 

場
所
／
お
ん
が
く
村
前 

特
設
ス

テ
ー
ジ（
沖
縄
市
一
番
街
内 

コ
ザ

B
O
X
向
か
い
）  

出
演
／
田
場
盛
信
、と
ぅ
る
る
ん
て

ん
、Ｌｕｃｙ
、松
田一利 

 

司
会
／
野
国
美
笑
子 

 

問
合
せ
／
沖
縄
市
音
楽
資
料
館
お

ん
が
く
村　

 
 

 
            

☎
9
2
3 

－

3
2
2
4　

 

正
午
〜
午
後
6
時 

※
年
末
年
始

（
12
月
30
日
〜
1
月
３
日
）を
除
く

年末年始のごみ収集について
　年末年始はごみ出しの量や、粗大ごみの受付が増え
るため、収集時間の変動がある場合がありますのでご
注意ください。※ごみは午前8時までに出してください。

問合せ／環境課　クリーン係　
　　　　 内線（２２２３～２２２６）

平成29年度償却資産の申告について
　平成29年1月1日（賦課期日現在）時点で、沖縄市内に事業の用に供する事ができる
償却資産（土地及び家屋以外の資産）を所有している個人又は法人は申告が必要です
（一品でも所有していれば申告の対象となります）。事業種目についても必ず記入して
ください。また、事業用として設置した太陽光発電設備も償却資産の対象となり、申告
が必要です。

・平成28年1月2日～平成29年1月1日までに取得及び減少した資産
・平成28年1月1日以前に取得し、現在も所有している資産
・これまで所有していたが平成29年1月1日までに廃棄・移動等をした資産

申告期間／1月4日（水）～31日（火）
申告場所／資産税課　償却担当　内線（２２５５・２２５７）
※他市町村に存在する償却資産については資産の所在地での申告となります。
太陽光発電設備等の軽減について
　太陽光発電設備や中小企業が経営力向上計画に基づき取得した資産等、要件を満
たしているものは軽減の対象となる場合があります。各種軽減（特例）措置の詳細につ
いてはお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

資産税課よりお知らせ　次の場合は、資産税課へ申告書の提出をお願いします。

※所得、資産に係る諸証明発行を代理人が申請する場合は、名義人本人からの委任状が必要となります。

問合せ／資産税課　償却担当　内線（２２５５・２２５７）

　年末は平成28年12月31日（土）まで通常通り運行しま
す。なお、年始の運行は次の通りです。

　 運行休止／1月1日（日）～3日（火）
　 運行開始／1月4日（水）

申告していただく内容 必要となる申告書
現在、所有している家屋を取り壊した場合 滅失申告書
新築、増築された建物を登記していない場合 家屋申告書
建物の用途を変更した場合　 家屋申告書
未登記家屋の売買、相続、贈与があった場 所有者変更願
固定資産の所有者が亡くなっており、相続手続が完了して
いない場合 相続代表者指定届

他市町村にお住まいの方で、納付が困難な方 納税管理人指定届

中心市街地循環バス 
年末年始の運行について

種　別 収集終了 収集開始
もやせるごみ、もやせな
いごみ、ペットボトル、
資源ごみ、有害ごみ

12月30日（金）1月4日（水）

粗大ごみ 
※受付終了は12月28日（水） 12月31日（土）

1月4日（水）
※受付開始も同日

申告していた
だく償却資産

問合せ／中心市街地活性化推進課　内線（3211）
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募
集

午
後
2
時
よ
り
抽
選
に
て
当
選
者

を
決
定
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、倉
浜
衛
生
施
設
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
倉
浜
衛
生
施
設
組
合　

総
務
課　

企
画
係

           

☎
9
3
7 

－

9
9
4
2　

   

F
A
X
：
9
3
9 

－

5
6
7
6

http

：//w
w
w
.kuraham

a.
or.jp/沖

縄
市
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
７
参
加
者
募
集

　
「
自
治
会
っ
て
な
ぁ
ん
だ
？
」を

テ
ー
マ
に
、自
治
会
の
役
割
や
加
入
に

つ
い
て
、自
治
会
が
な
く
な
っ
た
ら
ど

う
な
る
の
か
、な
ど
を一緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

内
容
／
3
部
構
成（
自
治
会
紹
介
、

し
ゃべ
り
場
、グ
ル
ー
プ
発
表
）

日
時
／
2
月
5
日（
日
）午
後
1
時

〜
５
時

場
所
／
沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

対
象
／
市
内
在
住・在
勤・在
学
の

方（
概
ね
10
〜
30
代
）

申
込
方
法
／
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切
／
1
月
31
日（
火
）※
予
定

問
合
せ
／

沖
縄
市
青
年
団
協
議
会　

   
             

☎
9
1
1 

－

5
7
5
0

生
涯
学
習
課　

内
線（
2
7
4
2
）

　

 

心
で
す
。ま
た
、全
参
加
企
業
が
応

募
前
の
職
場
見
学
可
能
で
す
。

日
時
／
1
月
18
日（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜
5
時（
午
後
1

時
よ
り
随
時
受
付
）

場
所
／
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

対
象
／
す
べて
の
求
職
者（一般
求
職

者・平
成
29
年
3
月
卒
予
定
学
生
）

参
加
料
／
無
料

問
合
せ
／
適
職
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
務
局（
株
式
会
社 

求
人
お
き

な
わ
内
） 

☎
8
6
0 

－

8
9
0
0

沖
縄
市
で
掛
金
の
一
部
を
補
助

中
退
共
制
度
及
び
掛
金
に

か
か
る
補
助
金
の
ご
案
内

　

 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
共
制
度
）は
、中
小
企
業

従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立
型

退
職
金
制
度
で
す
。国
の
制
度
な

の
で
安
心・
確
実
で
、掛
金
は
全
額

非
課
税
で
す
。ま
た
、社
外
積
立

で
管
理
が
簡
単
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、契
約
加
入
年
か
ら

3
年
間（
36
か
月
間
）、掛
金
の一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。対
象
者

や
補
助
の
割
合
な
ど
、詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
／
1
月
4
日（
水
）〜
３

月
10
日（
金
）※
土
日・祝
日
を
除
く

問
合
せ
／
企
業
誘
致
課
雇
用
促

進
係　
　
　

  

内
線（
３
２
４
６
）

目
指
せ
、エ
イ
サ
ー
親ウ

ェ
ー
カ
タ方
!!

エ
イ
サ
ー
検
定 

第
９
回

特
級
試
験
開
催
の
お
知
ら
せ

　
エ
イ
サ
ー
の
ま
ち
沖
縄
市
で
は
、

エ
イ
サ
ー
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

よ
り
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、エ
イ

サ
ー
検
定
を
行
って
い
ま
す
。

日
時
／
１
月
２９
日（
日
）　

午
前
10

時
30
分（
試
験
は
90
分
間
）

会
場
／
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
体

育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ（
沖
縄
市
産
業

ま
つ
り
会
場
内
）

受
験
料
／
1
0
0
0
円

受
験
資
格
／
エ
イ
サ
ー
検
定
１
級

合
格
者 
※
3
〜
1
級
は
w
e
b
上

で
受
験
可（
受
験
料
無
料
）

定
員
／
30
人 
※
定
員
に
達
し
次
第

受
付
終
了

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
電
話
、

F
A
X
、E
メ
ー
ル

申
込
・
問
合
せ
／
一
般
社
団
法
人　

沖
縄
市
観
光
物
産
振
興
協
会

            

☎
9
8
9 

－

5
5
6
6

   

F
A
X
：
9
8
9 

－

5
5
6
7

E-m
ail

：info@
eisa-kentei.

info　
　

沖
縄
県
主
催 

適
職
発
見
フ
ェ
ア

「
オ
フ
ィ
ス
の
お
仕
事
」

　

Ｉ
Ｔ
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、Ｂ
Ｐ

Ｏ
の
業
界
に
特
化
し
た
就
職
説
明

会・面
接
会
で
す
。

　

未
経
験
や
無
資
格
の
方
も
応
募

で
き
る
、正
社
員
・
契
約
社
員（
正

社
員
登
用
制
度
有
）の
仕
事
が
中

◇ 本祝賀会では、平成28年叙勲等受章者をご紹介し、その功績を
称えます。
平成28年  春の叙勲・褒章受章者
・藍 綬 褒 章 　安富静子、森本忠昭、又吉美津子
・旭日双光章　棚原八重子、仲宗根国夫
・瑞宝単光章　知名定康
平成28年  秋の叙勲等受章者
・旭日小綬章　東門美津子
・瑞宝双光章　比屋根為勝、与座廣信
平成28年  第26回危険業務従事者叙勲受章者
・瑞宝双光章　津覇實信
・瑞宝単光章　棚原憲保、上間光明、喜納昌廣
平成28年  第27回危険業務従事者叙勲受章者
・瑞宝単光章　下地博次、𠮷田友榮
平成28年  高齢者叙勲受章者
・旭日双光章　仲原英典
・瑞宝小綬章　城間平吉、照屋寛哲
・瑞宝双光章　大山千恵子　　　　　（敬称略）

防 災 展 示 会
　毎年1月17日は「防災とボランティアの日」、1月
15日から21日までは「防災とボランティア週間」
です。本市では防災意識の高揚及び防災知識の普
及と啓発のため、防災展示会を開催します。
●期間
1月16日（月）～23日（月）
●時間
午前8時30分～午後5時15分
※初日は午後１時より、最終日は午後2時まで
●場所
沖縄市役所 1階 市民ホール及び展示コーナー
●内容
①防災パネル展示
　沖縄気象台、中城海上保安部、陸上自衛隊等
②ビデオ上映（予定） 
　3.11 岩手大津波の記録、被災地から伝えたい・
　テレビカメラが見た東日本大震災
③防災パンフレットの配布　ほか

平成29年 沖縄市新年祝賀会
　　開催日／1月6日（金）　 会　場／沖縄市体育館
　　開　場／午後６時　　　　 開　宴／午後6時30分　　
　　会　費／2,000円　多くの皆様のご来場をお待ちしております。

問合せ／沖縄市新年祝賀会実行委員会事務局
　  秘書広報課内　内線（2410） 問合せ／防災課　内線（2349）

※駐車場に
限りがございます
ので、ご来場の際は
公共交通機関等を
ご利用下さい。
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沖縄防災情報ポータル　ハイサイ！防災で～びる(多言語対応)　http://www.bousai.okinawa.jp/

ウィングカムフォート

相続、 贈与、 土地譲渡

相続については、
税金の相談や申告書作成は当事務所へ！

宜野湾市普天間 1-27-8-102  TEL 098-988-4224
国道330号線沿い 普天間三叉路から沖縄市向け約100m左 電光看板が目印

http://kinazei8.on.omisenomikata.jp/

喜納
　
秀樹税理士事務所

早めの対策をお勧めします。　　　　ご相談を！“まずは”

市
で
は
、ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
沖
縄
市
だ
よ
り
」沖
縄
ラ
ジ
オ（
オ
キ
ラ
ジ
） 

F
M
8
5.
4
Ｍ
Ｈ
z 

毎
週
月
曜
〜
金
曜
日 

午
後
2
時
50
分
〜
3
時　

放
送
中
！！

問合せ／沖縄バスケットボール株式会社
公式サイト／http://goldenkings.jp/

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
講
座

認
知
症
と
ビ
ュ
ー
テ
ィ

タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ
ー

　
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
心
身
の
健
康
を

促
す
美
容
療
法
の
心
地
よ
さ
を
体

感
し
、普
段
の
介
護
に
上
手
に
取
り

入
れ
る
コ
ツ
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

講
師
／
平
良
美
麗
氏（一般
社
団
法
人 

日
本
介
護
美
容
セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会
）

日
時
／
1
月
27
日（
金
）午
後
1
時
〜

３
時

場
所
／
沖
縄
市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー　

定
員
／
20
人 

（
定
員
に
達
し
次
第

締
切
）

参
加
費
／
無
料

申
込・問
合
せ
／
高
齢
福
祉
課　
　
　
　

　
　
　
　

       

内
線（
３
１
６
９
）

親
子
料
理
教
室

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
お
や
つ

を
作
り
ま
す
。

講
師
／
平
田
由
衣
氏

日
時
／
2
月
11
日（
土
）午
後
2

時
〜
5
時

場
所
／
沖
縄
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
／
市
内
在
住
の
6
歳
か
ら
小
学

校
6
年
生
ま
で
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

定
員
／
6
組（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

受
講
料
／
無
料

持
ち
物
等
／
エ
プ
ロ
ン
、ず
き
ん
、

手
拭
タ
オ
ル

申
込
締
切
／
2
月
1
日（
水
）午
後
3
時　

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課　

健
康
推
進
係　

内
線（
２
２
４
２
）

福
祉
文
化
プ
ラ
ザ 

講
座
案
内

　

福
祉
文
化
プ
ラ
ザ
で
は
、毎
月
パ

ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■ 

ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
入
門

期
間
／
2
月
1
日
〜
28
日（
月・水

ワ
ー
ド
／
火・木
エ
ク
セ
ル
）

時
間
／
午
前
9
時
〜
正
午

定
員
／
10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

1
月
の
最
終
週
に
受
講
決
定
者
へ
連
絡
）

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
電
話

■ 

一般
就
労
支
援
パ
ソ
コ
ン
講
座

期
間
／
毎
週
月
曜
日
〜
木
曜
日

時
間
／
午
後
1
時
〜
4
時　

※
受

講
日
な
ど
は
面
談
の
う
え
決
定

【
各
講
座
共
通
】

対
象
／
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

（
文
字
入
力・マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
方
）

受
講
料
／
無
料

※
筆
記
用
具
持
参
・マ
ニ
ュ
ア
ル
貸

出・施
設
内
の
パ
ソ
コ
ン
使
用（
パ
ソ
コ

ン
持
込
み
相
談
可
）

申
込
／
随
時 

※
午
前
9
時
〜
正

午
、午
後
1
時
〜
5
時（
土
日・祝
日

を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
福
祉
文

化
プ
ラ
ザ

            

☎
9
3
0 

－

1
6
9
2

ワ
ー
プ
ロ
３
級
資
格
取
得
講
座

　

3
級
ワ
ー
プ
ロ
技
士
の
資
格
取
得

を
め
ざ
し
ま
す（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー

ビ
ス
技
能
評
価
試
験
）。

講
師
／
饒
平
名
充
良
氏 

 

期
間
／﹇
全
20
回
﹈ 

2
月
13
日（
月
）

〜
3
月
10
日（
金
）※
土
日
を
除
く 

申込・問合せ／高齢福祉課　内線（3143）

高齢者虐待防止講演会のお知らせ
高齢者虐待防止に関する理解と認識を深めるため、講演会
を開催します。　

演 題／地域全体で取り組む高齢者虐待防止
講 師／大嶺洋氏（一般社団法人 沖縄県社会福祉士会 会員）

日　時／1月26日（木）午後2時～4時
会　場／沖縄市産業交流センターホール
　　　　（沖縄市泡瀬1-11-25）
対　象／市内在住・在勤の方、
　　　　市内の高齢者関連施設等の職員
定　員／150人
参加費／無料
託　児／満6か月～就学前児童（無料・要予約）
　　　　※参加申込みの際「託児希望」とお伝えください。
申込締切／1月20日（金）
申込方法／直接または電話（定員に達し次第締切）

問合せ／プロジェクト推進室　内線（2433）

 （仮称）沖縄市多目的アリーナ施設等
整備事業市民説明会

多目的アリーナ施設の建設に向け、次の通り説明会を開催します。

第 4回　市民説明会
日時／1月11日（水）   午後7時

第 5 回　市民説明会
日時／2月15日（水）   午後7時

場所／沖縄市役所　地下 1 階　入札室
※事前の申込みは不要です。ご都合の良い日に直接会場へお越しください。

vs

琉球ゴールデンキングス vs 京都ハンナリーズ
日時／平成29年1月18日（水）　試合開始／午後8時

琉球ゴールデンキングス vs 新潟アルビレックスBB
日時／平成29年1月28日（土）　試合開始／午後7時
日時／平成29年1月29日（日）　試合開始／午後2時

入場料（前売）／《指定席》
コートサイドC:4,000円
1階指定席センター・アリーナ：3,000円
1階指定席アリーナ(エンド)：2,300円
2階ワイドビューエリア：2,800円
2階指定席・2階指定席エンド：大人1,800円（子ども900円）
※当日の入場料については、公式サイトをご覧ください。

会 場　沖縄市体育館

手話通訳・要約筆記あり
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沖縄市役所 ☎939－1212　沖縄市公式フェイスブック  https://facebook.com/city.okinawa/

バリアフリー工事、省エネ工事等は補助率5％、補助限度額が5万円上乗せです。

合同会社 サノハタ 営業時間 月～土
9:00～17:000800-919-0114

〒904-2143　沖縄市知花 5 丁目 17-20　※急な台風被害や雨漏り等に備えて保管ください。

クイック・オ～イイヨ

バ 事 省 ネ 事等 補助率 補助 度額が 上乗せ す
対象工事費総額の20％、補助限度額20万円

沖縄市住宅リフォーム支援事業補助金あり

補助金限度額20万円
●増築工事　　 ●外壁塗装　　●防水工事

●断熱工事　　 ●電気工事　　●水道工事

●瓦葺き工事　 ●タイル補修　●玄関戸取替

●浴室・トイレ工事　●ヒビ割れ補修 ●その他

サノハタは 3 社見積りをオススメします
リフォーム工事
ご検討中の方々へ

過去に補助を受けた
方も申請可能です

（規程あり）

ホームページ http://sanohata.com/

替

スポーツが苦手な方や未経験の方でも楽しめるカローリングの大会を行います。
日時／2月5日（日）   午前 9時～正午（予定）
場所／沖縄市体育館　　対象／市内在住・在勤・在学の小学生以上の方
        （1チーム4人・子どものみのチームは保護者同伴）
参加費／無料 ※運動のできる服装、室内シューズをご持参下さい。
申込締切／1月31日（火）　E-mail：simins03@city.okinawa.okinawa.jp

問合せ／区画整理課　内線（2550）

申込・問合せ／市民スポーツ課　☎932-1294

曜・祝
日
は
休
室
、日
曜
は
午
後
5
時
ま
で
） 

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
F
A
X

（
F
A
X
は
所
定
用
紙
あ
り
）  

申
込・問
合
せ
／
沖
縄
市
テ
レ
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー 

☎
9
2
9 

－

3
8
8
8

  

F
A
X
：
9
2
9 

－

3
8
8
9

平
成
29
年
度

学
資
貸
与
生
募
集
（
若
干
名
）

対
象
／
大
学
入
学
後
、経
済
的
理

由
で
修
学
困
難
な
方

貸
与
額（
月
額
）／

県
内
大
学
：
３・4・５
万
円（
選
択
）

県
外
大
学
：
５・6・７
万
円（
選
択
）

申
込
期
間
／

４
月
3
日（
月
）〜
27
日（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

※
金
土
日・祝
日
を
除
く

申
込
書
類
／

①
学
資
貸
与
申
込
書　

②
市
県
民
税（
課
税
）証
明
書　

③
固
定
資
産
公
課
証
明　

④
戸
籍
謄
本 

⑤
住
民
票
抄
本　

⑥
在
学
証
明
書

⑦
学
業
成
績
証
明
書（
最
近
の
も
の
）

⑧
推
薦
書（
学
校
長
ま
た
は
学
長
）

⑨
健
康
診
断
書（
３
か
月
以
内
）

⑩
そ
の
他
育
英
会
の
指
示
す
る
事
項　

※
①・⑧
は
育
英
会
の
指
定
用
紙

・
連
帯
保
証
人
は
、保
護
者
の
他
に

１
人
必
要
で
す
。

・貸
与
生
又
は
、保
護
者
の
市
民
税

・
固
定
資
産
税
の
合
計
額
が
30
万

円
以
上
の
納
税
者
や
、他
か
ら
奨

学
資
金
を
受
け
て
い
る
方
は
該
当

し
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

時
間
／
午
後
7
時
〜
9
時 

 
場
所
／
沖
縄
市
Ｉ
Ｔ
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ 

対
象
／
市
内
在
住・在
勤
の
基
本
的

な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
で
、簡
単

な
文
書
作
成
が
で
き
る
方

定
員
／
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
／
無
料 
※
検
定
料
、教
材

費（
4
3
4
8
円
）は
自
己
負
担

申
込
期
間
／
1
月
4
日（
水
）〜
31

日（
火
）  

申
込
時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
9

時（
土
曜・祝
日
は
休
室
、土
曜
日
は

午
後
5
時
ま
で
）  

 

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
F
A
X

（
F
A
X
は
所
定
用
紙
あ
り
）  

申
込・問
合
せ
／

沖
縄
市
I
T
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ　

           

☎
9
2
9 

－

0
3
3
9

  

F
A
X
：
9
2
9 

－

0
3
4
0 

フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
制
作
講
座

（
M
a
c
i
n
t
o
s
h
）

　

自
分
で
撮
影
し
た
写
真
を
素

材
に
使
い
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
す
。 

講
師
／
吉
田
春
樹
氏

期
間
／﹇
全
14
回
﹈2
月
13
日（
月
）

〜
3
月
2
日（
木
） 

※
土
日
を
除
く

時
間
／
午
後
7
時
〜
9
時

場
所
／
沖
縄
市
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー 

対
象
／
市
内
在
住・在
勤
で
、パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方 

定
員
／
10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
／
無
料 

 
 

申
込
期
間
／
１
月
５
日（
木
）〜
２

月
８
日（
水
） 

 
 

申
込
時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
9
時（
土

平成28年度  住宅地（保留地）公売案内
公売する保留地／ 
美里第二土地区画整理事業地区内（１筆）
場所／東二丁目（85街区 - ②） 
面積／ 45.08㎡（13.64坪）  
処分単価 (㎡ ) ／ 41,340円 /㎡ 
処 分 価 格／ 1,863,000円  
公売方法／公開抽選  
※申込者が１人の場合、随意契約とする
申込受付場所／市役所5階 区画整理課
申込期間／ 2月6日 (月 )～24日 (金 ) 
申込時間／午前8時30分～午後5時15分

抽選日時／3月2日(木 )午前１０時 
抽選場所／市役所5階 会議室 
※保留地は転売禁止となり、また現状処分とな
ります。詳細は事前にご確認下さい。なお、申
込者は一世帯及び親族から１人に限ります。※
市ホームページにて保留地公売案内を掲載して
います。

沖縄市カローリング大会参加チーム募集

普通救命講習Ⅰのご案内
　成人に対する心肺蘇生法、
AED 取扱い、止血法などを
学びます。
日時／① 1 月 21 日（土）
         午前 9 時～正午　
        ② 1 月 31 日（火）
         午後 2 時～ 5 時
【①②共通】
場所／消防署（美里）
定員／ 30 人（先着順）
受講料／無料
申込方法／電話受付（先着順）
普通救命講習Ⅲ 及び上級救命
講習についてはお問い合わせ
ください。

第２５回 ２０１７ おきなわマラソン
事前応急手当講習会

　ひとりでも多くの方が受講することで助けられる命があり
ます。ランナーが安心して参加できるマラソン大会づくりに
協力してみませんか。
日　時 場　所 講座名 講座時間 対 象

1月14日(土)
午 前 10 時～
11時30分

沖縄市消防本部
（美里）
屋内訓練場

救命入門
コース 90分

10歳
（小学4年生）
以上の方2月18日(土)

午後1時～6時 
※随時受付

沖縄県総合
運動公園
体育館

救命入門
コース 90分

体験型
AED 講習 30分

申込・問合せ／沖縄市消防本部 警防課　☎ 929－0900
※救命入門コースは前日までにお申込みください。
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沖縄市役所 ☎939－1212  防災行政無線が電話で確認できます  0120－0978－99(無料)1
月
は
、市
県
民
税
4
期
分・介
護
保
険
料
8
期
分・国
民
健
康
保
険
料
7
期
分・後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
7
期
分
の
納
期
で
す
。納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は
1
月
31
日
！
前
日
ま
で
に
残
高
確
認
を
！！

申込･問合せ／生涯学習課　内線（2744）FAX：937-3548

申込・問合せ／かりゆしシニアクラブ事務局
☎938-1250　FAX：938-2562

思春期子育て講座 10年後のために“今”できること
～親子で語ろう未来予想図～

講師／喜屋武裕江氏（グッジョブおきなわプロジェクト代表）
日時／2月17日（金）　午後7時～9時　
場所／福祉文化プラザ研修室（沖縄市高原7-35-1）　　
対象／市内在住・在勤の小中高校生の保護者及び関心のある方
定員／30人 ※先着順　　受講料 ／無料 
申込期間／1月４日（水）～20日（金）　

平成28年度　沖縄市高齢者
生きがいづくり支援事業　男の料理講座

男性高齢者の食と健康づくりを支援することを目的とした講座です。簡単
な料理及び試食を行います。

日時／[全2回] 2月8日(水)・15日(水)　午前10時～正午
場所／福祉文化プラザ 調理室（沖縄市高原7-35-1）　
対象／市内在住の男性（概ね60歳以上） 　
定員／20人（申込多数の場合は抽選、初参加の方を優先)
受講料／無料（エプロン・ずきんをご持参ください）
申込締切／1月31日(火)
申込方法／電話またはFAX（氏名・年齢・電話番号・住所をご記入ください）

沖縄市立中央公民館2月講座
真美健康体操講座

講師／松長美佐江氏（真美健康体操インストラクター）
期間／ [全４回] ２月３日～２４日（毎週金曜日）
時間／午後７時～９時　　定員／１５人（申込多数の場合抽選）

三原色で描く　絵画体験講座
講師／増田剛士氏（アーティスト・絵画講師）
日時／ [全２回] ２月１４日（火）・２１日（火）午後７時～９時　　
定員／１０人（申込多数の場合抽選）

うちなー紙芝居や地域のわらべうたで遊ぼう！
日時／ [全２回] ２月４日（土）・１８日（土）午前１０時～正午
講師／比嘉文子氏（子育ちわらべうた一歩の会代表）　定員／２０人（先着順）

パパと子の！ストリートワークアウトでコミュニケーション
～公園の遊具を使って家族で楽しく運動～

講師／仲宗根雄三氏（ストリートワークアウトジャパン）
日時／２月５日（日）午前１０時～正午　　場所／美里第二公園（現地集合）
定員／父子１０組（こどもは3歳から5歳児優先・申込多数の場合抽選）

７２時間を生き抜くヒントを学ぶ
～災害時に自分や大切な人を守るために～

講師／久高清美氏（防災減災研究所沖縄・沖縄市消防団長）
日時／２月１２日（日）午前１０時～午後１時　
定員／１５人 (申込多数の場合抽選 )　　材料費／３００円

【各講座共通】
場所／沖縄市立中央公民館　地下１階研修室　　対象／市内在住・在勤の成人
受講料／無料　　申込期間／１月４日（水）～２０日（金）
申込方法／電話またはＦＡＸ（講座名・氏名・住所・連絡先・性別・年代を
ご記入ください）

平
成
29
年
度 

県
立
中
部

農
林
高
等
学
校
定
時
制
課
程

(

農
業
科)

特
別
募
集
案
内

出
願
資
格
／
勤
労
者
等
で
満
20
歳

（
平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
）以

上
の
方

出
願
期
間
／
2
月
8
日（
水
）〜
9

日（
木
）

時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
5
時 

※
9
日
は
午
後
4
時
ま
で

選
抜
の
方
法
／
作
文
及
び
面
接
の

結
果
と
、出
身
中
学
校
か
ら
送
付

さ
れ
た
調
査
書
、そ
の
他
の
書
類
に

基
づ
い
て
行
う

検
査
期
日
／
3
月
9
日（
木
）

作
文
：
午
前
11
時
15
分
よ
り

面
接
：
午
後
1
時
10
分
よ
り

提
出
書
類
／
入
学
志
願
書（
出
身

中
学
校
へ
作
成
を
依
頼
）、健
康
診

断
書
な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
中
部
農
林
高
等
学
校

定
時
制
課
程　

教
務
部

           

☎
9
7
3 

－

3
5
7
8

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」に
備
え
よ
う

　

有
期
労
働
契
約
が
通
算
５
年
を

超
え
る
と
、労
働
者
の
申
込
み
で

無
期
労
働
契
約
へ
転
換
す
る
制
度

が
平
成
30
年
４
月
か
ら
運
用
さ
れ

ま
す
。特
例
の
申
請
や
助
成
金
な

ど
国
の
支
援
も
あ
り
ま
す
の
で
、前

も
っ
て
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
沖
縄
労
働
局　

雇
用

環
境・均
等
室　

　
　
　

  

☎
8
6
8 

－

4
3
8
0

申
込・問
合
せ
／
公
益
財
団
法
人

沖
縄
市
育
英
会（
市
役
所
地
下
１
階
）

             

☎
９
３
８ 

－

５
５
２
０

平
成
29
年
度 

県
立
コ
ザ

高
等
学
校
定
時
制
課
程 

特
別
募
集
案
内

出
願
資
格
／
勤
労
者
等（
専
業
主

婦
を
含
む
）で
満
20
歳（
平
成
29
年

3
月
31
日
現
在
）以
上
の
方

出
願
期
間
／
2
月
8
日（
水
）〜
9

日（
木
）

時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
5
時 

※
9
日
は
午
後
4
時
ま
で

検
査
期
日
／
3
月
9
日（
木
）午
後

1
時
よ
り（
検
査
終
了
後
、面
接
）

提
出
書
類
／
入
学
志
願
書（
出
身

中
学
校
へ
作
成
を
依
頼
）、健
康
診

断
書
、履
歴
書
な
ど

※
選
抜
は
、作
文
及
び
面
接
の
結
果
と
、

出
身
中
学
校
か
ら
送
付
さ
れ
た
調
査

書
、そ
の
他
の
書
類
に
基
づ
い
て
行
い
ま

す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
コ
ザ
高
等
学
校
定
時
制
課
程        

            

☎
9
3
7 

－

3
5
6
3

「
よ
く
わ
か
る
腎
臓
の
お
は
な
し
」
を
取
材
。
３
人
の

講
師
の
説
明
は
、
本
当
に
分
か
り
や
い
講
演
会
で
あ
っ

た
。
１
番
大
事
な
こ
と
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
で
あ
り
、

年
に
１
回
は
検
査
を
受
け
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。 （
譜
）

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
年
々
内
容
も
規
模
も

充
実
し
て
き
て
い
ま
す
ね
。
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
そ
う
に
笑
顔
で
工
作
体
験
や
舞
台
発
表
を
披
露
し

て
い
た
の
で
、
い
い
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
よ
。    （
加
）

広
報
紙
作
成
も
今
回
で
最
後
？ 

こ
ど
も
の
頃
か
ら
作

文
が
苦
手
で
カ
メ
ラ
も
ろ
く
に
さ
わ
っ
た
こ
と
の
な
い

私
が
６
年
も
担
当
す
る
と
は
…
…
。　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
。         （
周
）

絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

1
月
14
日
（
土
）
午
後
3
時

・
き
つ
ね
森
の
山
男
（
絵
本
）

・
ま
く
ら
の
せ
ん
に
ん
（
そ
こ
の
あ
な
た
の
巻
）（
絵
本
）

1
月
21
日
（
土
）
午
後
3
時

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ゆ
い
ゆ
い

・
は
つ
て
ん
じ
ん
（
絵
本
）

・
お
も
ち
の
き
も
ち
（
絵
本
）

1
月
28
日
（
土
）
午
後
3
時

・
き
ょ
う
は
み
ん
な
で
ク
マ
が
り
だ
（
絵
本
）

・
せ
つ
ぶ
ん
だ 

ま
め
ま
き
だ
（
絵
本
）

１
月
1
日
〜
3
日
（
年
始
休
）、
９

日
（
月
）、
10
日
（
火
・
振
替
休
館
）、

16
日
（
月
）、23
日
（
月
）、30
日
（
月
）

2
月
1
日
（
水
）
以
降
は
コ
リ
ン
ザ

へ
の
移
転
作
業
の
た
め
休
館
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
コ
リ
ン
ザ
で
の
新
図

書
館
業
務
開
始
は
、
4
月
下
旬
の
予

定
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

「
絵
本
」
を
通
し
て
子
育
て
の
応
援

を
す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
関
心
が
あ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
随
時
募
集
）。

★
定
例
お
は
な
し
会

★
1
月
の
休
館
日

＊
コ
リ
ン
ザ
移
転
作
業
の
休
館
案
内

＊
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
支
援
員
募
集

図
書
館
だ
よ
り

☎
9
3
2
ー
6
8
8
1

編
集
後
記

平成28年度 住宅リフォーム
補助金 申請受付中

総工事金額に対して補助率20％
(上限額20万円 )

バリアフリー工事、省エネ工事は補助率
５％上乗せ（上限額５万円）

2月末までに完了報告が
できる工事

問合せ／市営住宅課 ☎８９４－６１３９（直通）

申込・問合せ／沖縄市立中央公民館　☎ 894－6129　Fax：939-0035

補 助
対 象
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